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読者からのメール
終末論に関する諸問題 CLXXVIII １（178）
ロバート・D・ルギンビル博士著
［2026年10月17日掲載］

質問 #1：
ロバート先生、おはようございます！！
聖書、特に黙示録についての先生の研究では、反キリストがこの秋に現れる可能性が非常に高いという見解は、今も変わっていないのでしょうか？！
エルサレムで開催されるノアの七戒（Noahide Laws）に関する会議が、それと何か関係している可能性はあると思われますか？
その会議で、反キリストとなる人物が明らかになる可能性があると思われますか？たとえ、その会議に出席する、例えば15～25人ほどの主要人物の中の一人として姿を見せるだけだとしても？？
先生からのお返事と、新たな洞察に満ちたお考えを楽しみにお待ちしています。
返信 #1：
ご連絡をいただき、うれしく思います。
Ichthysに掲載されている記事を読んでおられるなら（リンク）、明らかな理由から、これが最近大きな話題になっていることをご存じでしょう。もし艱難期が本当に今年始まるのであれば、九月が最も可能性の高い月だと思われました。十一月半ばになれば、今年中に始まる可能性は低いと考えられるでしょう。もちろん、実際のところ、艱難期が一年のうちのいつ始まるのかについて、聖書は何も明言していません。秋というのは、秋に集中している祭りが艱難期、再臨、千年期を指し示している一方、春の祭りは十字架と復活を指し示しているという事実に基づく推測です。イエス・キリストの黙示録の巻物が、第七の封印を解かれることによって開かれた時、「半時間の静けさ」があることを考えると（黙示録8章1節）、私はこれを、私たちの主が十字架につけられ、復活された春から、それらに対応すると思われる祭りが行われる秋までの、六か月の遅れを表していると解釈してきました。そこに二千年を加えると、第二の来臨の年が得られます。もしそうであれば、2033年が主の再臨の年と考えられ、その前に七年間の艱難期があることになります。つまり、艱難期は今年の秋のいずれかの時点で始まることになります。しかし、Ichthysで支持しているこの解釈が成り立つためには、ダニエルの第70週、すなわち、まだ実現していないユダヤ時代の最後の一週が、教会時代の最後の七年間と並行して進む必要があります（両者の重なりについては、こちらのリンク/A4印刷本「サタンの反乱」の439頁-第五部の「艱難期の重なり」の項を参照）。もし実際にはそうならず、その最後の七年間が現在の時代の終わりに付け加えられるのであれば、艱難期の開始時期として最も可能性が高いのは、今年の秋ではなく、2033年の秋ということになります。
このほかにも、考慮しなければならないさまざまな要素があります（今週の掲載記事とリンクを参照）。しかし、私には、艱難期が実際に始まる時には、それが非常にはっきり分かることは、ほぼ確実だと思われます。
そして、御使は香炉を取り、祭壇の火をそれに満たして、地に投げつけた。すると、さまざまな声と、雷鳴と、いなずまと、地震とが起こった。（黙示録8章5節 /KJV訳）
御使いがこの火を「地に」投げつけるとあることから、これは地球全体を指していると思われます。したがって、これらの前兆は世界中で聞こえ、また実際に感じられるものとなるでしょう（イザヤ18章3節; エレミヤ25章30-32節参照）。それは艱難期が始まったことを示す、紛れもないしるしとなるでしょう。そして、そのようなことは確かにまだ起こっていません。
反キリストが明らかにされることについては、聖書に次のように記されています。
だれにも、どのような方法によっても、だまされてはならない。なぜなら、まず背教［艱難期の前半に起こる、忠実な信者たちの大規模な信仰からの離反］が起こり、不法の人［反キリスト］、すなわち「滅びの子」（つまり、滅びをその特徴とし、滅びをもたらし、自らも滅びる運命にある者）が現れなければ、［第二の来臨は起こり得ない］からである。［この不法の人が現れることも、艱難期に起こる出来事である。］彼は、神と呼ばれるものや礼拝の対象となるものすべてに逆らい、その上に自分を高く上げ、ついには神の宮に座り込み、自分自身を神であると示すようになる。私がまだあなたがたと一緒にいた時、これらのことを説明していたのを覚えていないのか。（第二テサロニケ2章3-5節）
したがって、獣が「明らかにされる」のは、艱難期が始まった後のことです。艱難期の中間点に達する頃には、彼が何者であるかは疑いようもないほど明白になっているでしょう（そして、それよりずっと前から、黙示録を一度でも読んだことのある信者なら、だれにとっても明らかになっているはずです）。しかし、艱難期が始まるまでは、聖霊による抑制の働きがまだ続いているため（リンク先ファイルの60頁-/A5版印刷本「来たる艱難期 第二部B：艱難期の天の前奏曲」の110頁-の「聖霊による抑制の働き」を参照下さい）、反キリストがだれなのか、あるいはだれが反キリストになる可能性があるのかについて、決定的な手がかりが得られるとは思いません。あなたがおっしゃる会議に彼が出席するかどうかは、私にはまったく分かりません。しかし、後になって振り返ってみなければ、どちらとも判断することはできないと思います。そして、そのように振り返って判断できるようになるのは、艱難期が始まってからしばらく後のことなのです。
イエスにあって、
ボブ・L.

質問 #2：
お返事をいただけて、とてもうれしいです。私は今でも先生の見解が正しいと信じています。つまり、この秋に艱難期が始まるということです。
私は、火の入った香炉は、大規模な被害を引き起こす小惑星か、あるいは核兵器を指している可能性があると思っています。核兵器であれば、イランかヨーロッパのどこかで使用されることになるでしょう。もしヨーロッパであれば、ロシアの仕業だと非難されるでしょう。ヨーロッパはロシアとの戦争を望んでおり、事態を動かし始めるためには、おそらく偽旗作戦が必要になるからです。
また、ノアの七戒（NOAHIDE laws）などに関する動きが、まさにこの秋に始まるというのは、あまりにも出来すぎた偶然だと思います。反キリストがこれを利用することは明らかでしょう。これからも緊密に連絡を取り合いましょう。大きな出来事が起こるまで、もはや数週間、あるいは数か月しかないと私は信じています。
さらに、ヨーロッパはすでに、来年デジタル通貨を導入する方針を示しています。国連の「2030アジェンダ」があるため、すべての準備が整っていなければなりません。すべての人がデジタルIDを持ち、デジタル通貨を使用するようになるのです。
反キリストはキリストを模倣しています。2029年末から2030年にかけて、彼の正体が明らかになるでしょう。イエスを模倣するためです。イエスの公生涯は紀元29年秋から33年まででした。しかし、私は反キリストがこの秋から2027年春にかけて表舞台に登場すると信じています。
まったく異常な時代です。祈りにおいて心を一つにしています。あなたの良き友より
返信 #2：
「この秋に艱難期が始まる」ことについて。それは間もなく分かるでしょう。感謝祭が来ても艱難期が始まっていなければ、私たちにはおそらく猶予期間が与えられることになるでしょう。それがどれほど続くかは、また別の問題です。古代から現代までの年代を計算する場合、一年のずれは「丸め誤差」の範囲内です。この秋に艱難期が始まらなければ、七年間の猶予が与えられることになるかもしれません。その可能性は十分に考えられます。つまり、教会時代とユダヤ時代の重なりはなく、ヨセフが預言するように示された、エジプトにおける七年間の飢饉に先立つ七年間の「豊作の年」と同じように、艱難期の前に七年間の平和と繁栄の時期があるということです（ここ七年間は、ちょうどその中間に新型コロナウイルスの流行があったこともあり、決してそれほど「豊かな」時期ではありませんでした）。しかし、最近の掲載記事でお気づきかもしれませんが、この解釈にはほかにも多くの変動要因があり、それらによって時期が一年ずれても、両時代の重なりが維持される可能性があります。
さらに、今回の経験から何かを学んだとすれば、それは、艱難期の開始時期を秋とすることはおそらく正しいものの、絶対にそうだと断言できるわけではないということです。この解釈は、一方では、黙示録8章1節の「半時間の静けさ」が、終末の出来事を象徴する祭りと時期を一致させるために、春から秋への移行を表しているという理解に基づいています。また他方では、それらの祭りを終末論的な象徴として理解することにも基づいています（すなわち、ロシュ・ハシャナ（ラッパの祭り）、ヨム・キプル（贖罪の日）、スコット（仮庵の祭り）のことです。リンク＜リンク先ファイルの65頁-/A4版印刷本「サタンの反乱」の403頁-第五部の「ユダヤの祭儀暦」を参照ください＞を参照）。そうである以上、また、現在行われているこれらの祭りの日程が、「本来どの月に祝われるべきなのか」という点で正しいと確信することはできないため（その理由の一つは、ユダヤ人が離散する以前の慣習との連続性が失われていることです）、たとえ開始時期が「秋」であると信じていても、可能性の高い日付を狭い範囲に絞り込むことは難しいのです。
「火の入った香炉は、大規模な被害を引き起こす小惑星か、あるいは核兵器を指している」ということについて。黙示録は、多くの人が考えているほど象徴的な書物ではありません。その大部分は文字どおりに理解すべきものです。例えば、第一のラッパの裁きでは、文字どおりの「血の混じった雹と火……が地に投げつけられ」るのを見ます（黙示録8章7節 /NIV訳）。しかし、第二のラッパの裁きでは、「火で燃えている大きな山のようなものが、海に投げ込まれ」ます（黙示録8章8節 /NIV訳）。そして第三のラッパの裁きでは、「たいまつのように燃えている大きな星が、天から落ち」ます（黙示録8章10節 /NIV訳）。ですから、御霊によって記しているヨハネは、実際の天体を描写し、それらを一般的な火などと区別することに何の問題もなかったのです。もう一つのご提案についてですが、黙示録8章5節で述べられているしるしは、地上で発生するものではなく天から来るものであり、人間の活動によるものではなく神によるものであることは明らかです。また、艱難期の開始を告げるこの場面には、大規模な被害が生じたという記述はありません。しかし、ラッパの裁きや鉢の裁きについては、そのような被害が具体的に記されています。
「ノアの七戒」について。反キリストは、聖書に基づくキリスト教を除くあらゆる宗教を利用することになりますが、私はこの特定の運動に何か特別な意味があるとは、これまで一度も確信したことがありません（反キリストの宗教についての詳しいリンクは、こちらを参照＜日本語：「来たる艱難期 第三部A」リンク先ファイル、及びA5印刷本の134頁-「艱難期の偽宗教の説得力」を参照下さい）。偶然の一致という点について言えば、艱難期を始められるのは神ですが、この運動は人間によるものです。もっとも、ほかのすべての宗教と同様に、間違いなくサタンの影響を受けているものではあります。
最後に、デジタル通貨などについても、多くの憶測があることは承知しています。しかし、聖書の中で、このような動きと関連する可能性があるのは、獣の刻印を受けない者たちに対して、獣が売買を禁じるということだけです。それが起こるのは、艱難期の中間点、すなわち大艱難期が始まる時です。したがって、その観点からすれば、現在起こっていることは、どれも間接的な関係しか持ち得ません。ただし、これもまた、艱難期が遅かれ早かれ起こると私に思わせる、社会的・技術的な「発展」の長い一覧に加えられる一つの事柄であることは認めます。というのも、物事が今のような方向に進み続けることが、これ以上それほど長く可能だとは思えませんし、神がそれをお許しになるとも思えないからです。
いずれにしても、間もなく分かるでしょう。
イエスにあって、
ボブ・L.

質問 #3：

先生、こんにちは。
息子のブロディが手術を受け、経過がとても順調であることを、取り急ぎお知らせしたくてメールしました。主は、これまで何度もそうしてくださったように、今回も私の期待をはるかに超えることをしてくださいました。
息子によると、手術当日の朝には、不安がほとんど完全になくなっていたそうです。その朝、手違いがあって、手術までの数時間、妻が術前準備室に付き添うことを許されなかったのですが、それでも怖くなることは一度もなかったと言っていました。心に平安を感じていたそうです。神をほめたたえます！
入院したのはわずか一日で、担当の看護師さんは、これほど順調な経過をたどった男性患者を見たことがないと言っていました。手術を受けたその日の夕方には、起き上がって歩くことさえできたのです。お腹の切開した傷はまだ治っていないので、引き続きお祈りに覚えていてください。
最近、大きな地震が何度かありましたが、世界規模のものと感じられるような地震はありませんでした。それでも、私は20日頃＜訳者註：おそらく、一か月遅れのカレンダーによると日本では21日に当たる、ヨム・キプル（贖罪の日）の頃のこと＞に注目しています。今朝レビ記を読んでいたところ、八日目に主の栄光が幕屋に満ちたことが記されていました。これはきっと、千年期の後、御父が私たちすべてと共に住まわれる永遠の時を、より強く指し示しているのでしょう。人類にさらに千年が与えられたら、いったい何をしでかすのか、考えるのも恐ろしいことです。
主にあって、

返信 #3：

それは本当に素晴らしい知らせです！私もそのことについて祈っていました。神は善なる方です！
私も引き続き注意深く見守っています。十一月半ばになっても艱難期が始まっていなければ、今年中の開始時期を特定の日や期間に絞り込もうとすることは、もはやできなくなるだろうと考えています。おそらく猶予期間が与えられることになるでしょうが、私に言えるのはその程度です。
さらに千年待つことにはならないという点については、私もあなたの考えが正しいと思います！七つの千年期を七日間に対応させる解釈が正しいのであれば、そして私は確かにそれが正しいと考えていますが、残されているのは、せいぜい数年の問題であって、数十年でも数百年でもなく、ましてやさらに千年ということは決してありません。何と言っても、千年期は「第七日」であり、キリストが千年間統治される祝福の時なのです（黙示録20章2-7節）。
いずれにしても、「このような状態がこれ以上それほど長く続くはずがない」という点でも、私は同感です。ここ数十年の間に私たちが目の当たりにしてきた社会の衰退と、技術力に対する人間の思い上がりを見るだけでも、人類がそれほど長く生き延びられるとは考えにくいですし、主がこのような状態をいつまでも続くままにしておかれるとも、私には到底思えません。おそらく、そう遠くないうちに答えが分かるでしょう。
近況を知らせてくださり、またお祈りしてくださり、ありがとうございます！
イエスにあって、
ボブ・L.

質問 #4：

こんにちは、ロバート先生。
先生のウェブサイトを見つけ、大変興味深く読ませていただいています。ありがとうございます。
先生は、艱難期（ダニエル9章27節に記されているダニエルの第70週）が、2026年の秋に始まると考えておられるようですね。
さて、今は2026年ですから、間もなく分かることになりますね。先生は、天における半時間の静けさを約六か月に相当すると解釈し、それに基づいて、紀元33年の3月か4月に起こったキリストの死と復活から約六か月後に、艱難期が始まると考えておられるのですね。
すでに2026年10月に入っていますので、艱難期は今月中に始まる可能性が高いということでしょうか。それとも、2026年11月までずれ込む可能性もあるとお考えですか？
ありがとうございます。
敬具

返信 #4：

こうしてお知り合いになれて、うれしく思います。
「先生は、艱難期（ダニエル9章27節に記されているダニエルの第70週）が、2026年の秋に始まると信じておられるようですね」という点について。私自身は、正確にはそのような言い方はしません。以下は、Ichthysで質疑応答の掲載を始めてから、それほど時間がたっていない頃、何年も前に掲載した記事からの引用です。「艱難期の開始時期：2026年という年代はどれほど確かなのか？」からです。

「この件について、あなたが慎重に疑問を持っておられることを歓迎します。まず、これは予言ではないということを、はっきり申し上げておきたいと思います。私が『サタンの反乱』シリーズ第5部で行ったのは（艱難期の開始年を2026年と記している年代表も、その研究に含まれている情報を反映しているにすぎません）、人類の歴史に対する神の七つの千年期からなる計画を、聖書に基づいて示し、そこから将来の年代を推定することです。あなたのおっしゃることは、まったくその通りです。聖書には具体的な日付が記されていませんし、あなたが引用された箇所（マタイ24章36節）については、私も少し考えさせられました。さらに、神は、ご自身が定められたどのような体系にも拘束されることはありません（たとえ神が実際にその体系に従ってこられ、これまでそのようにしてこられたことを聖書の中で明らかにしておられるとしてもです）。」

ですから、これは聖書の解釈なのです。具体的には、上の引用文中のリンクで説明している、七つの千年期を七日間に対応させる解釈を適用したものです。千年期が文字どおり千年間であり、ユダヤ時代が人間の堕落から約二千年後に始まり、さらに約二千年間続いたのであれば、教会時代の終わり、すなわちキリストの十字架での勝利と復活から二千年後に第二の来臨が起こると推定することは、解釈としてそれほど無理な飛躍ではありません。その起点として最も可能性の高い年代は紀元33年です（ただし、この年代は聖書の内外の証拠から導き出されたものであり、聖書そのものが具体的に明示しているわけではないことは認めます）。この解釈の中で最も議論の余地があったのは、ダニエルの第70週、すなわちユダヤ時代の最後の七年間が、教会時代の最後の七年間と重なると仮定したことです。そうであれば、2033年が私たちの主の再臨の年となり、その七年前に艱難期が始まることになります。
もし十一月のある時点までに艱難期の開始を告げる出来事が起こらなければ（黙示録8章1-5節; イザヤ18章3節; エレミヤ25章30-32節参照）、上に述べた前提のいずれか（また、この解釈の根拠となるすべての前提を挙げた一覧に含まれるもののいずれか。リンクを参照）、あるいは紀元33年という年代、もしくは解釈上の別の何らかの点が間違っていたことになります。その場合、最も疑わしいのは、両時代の重なりという考え方です。聖霊を持つ異邦人信者たちがまだ地上にいる間に、ユダヤ人信者たちが霊的な事柄すべてにおいて指導的な役割を担うようになり、それでもなお「教会時代」が続いているというのは、私には整合性を欠くように思われました。しかし一方で、この時代が始まった初期の移行期にも、ユダヤ人信者たちは大勢「まだ存在していた」のです（このことは使徒行伝19章1-7節に最も明確に記されています）。
いずれにしても、あなたが結論づけておられるように、そのことについては間もなく分かるでしょう。個人的には、七年間、あるいはそれ以上の猶予が与えられるなら、非常にありがたく思います。たとえ一年間だけの「執行猶予」であっても、結果がどうなるにせよ、ありがたいことです。しかし、私たちがすでにその時の入り口に立っていることは、明らかだと思われます。それは、二つの千年期に相当する期間がほぼ経過したからだけではありません。社会や技術の発展を見ても、現在のような状態がいつまでも続くとは考えにくいことが、私（そしてほかの多くの人々）には示されているからです。
関心を持ってくださり、ありがとうございます。いつでも遠慮なくお便りください。
イエスにあって、
ボブ・L.


質問 #5:

こんにちは、ボブ先生！
そちらでは、いかがお過ごしでしょうか？安全についてお祈りいただき、ありがとうございます。周囲では妙なことがいろいろ起こっていますが、身の安全という点では平穏に過ごせています。
黙示録14章について確認したいことがあります。福音の宣言と獣の刻印についての警告は、どちらも天使によって実際になされ、地上の人々の耳に聞こえるものだという理解で正しいでしょうか？ これらは寓話や象徴ではないということですね。
また、これらの出来事に先立って、艱難期の始まりを告げる地震と同じような地震が起こるのでしょうか？
最後に、これらの出来事は、獣が刻印を導入し、それを強制する前に起こるのでしょうか？ 刻印については13章ですでに言及されていることは承知していますが、それは14章の後半で起こることを前もって描写しているのではないかと思っています。
どうぞ良い一日をお過ごしください！ これから毛刈りが必要な羊たちを囲いに入れなければなりません。ありがたいことに、毛刈りは私がするのではなく、手際のよい経験豊富な毛刈り職人に任せることになっています。

追伸：この質問をしているのは、刻印についての自分の理解が間違っているかもしれない、また、刻印が日常生活で使っている何かであるかもしれないという恐れを、敵が巧みに利用しているように思うからです。
刻印を受けることが赦されないのは分かっています。しかし同時に、聖書に書かれていないことを付け加えてはならないこと、また、神は恵み深く真実な方であり、刻印がいつ、どのようなものとして現れるのかを、私たちに忠実に伝えてくださっていることを、自分自身に言い聞かせています。それは、私たちが普段使っているクレジットカードやパスポートなどとは違うのです。
こうして自分の考えを言葉にしているのは、一つには安心したいからですが、同時に、真理を自分の心の中で確かめたいからでもあるのだと思います。艱難期の半ばに達したときには、それが分かるはずですし、何が刻印なのかを間違えることもないはずです。それまでの間、私はただ真理をしっかりと身につけることに集中し、失敗することへの恐れを敵にねじ曲げられて、神のために良い働きをすることができなくならないようにしなければなりません。
このような奇妙で不合理な恐れや被害妄想のようなものは、もう長い間経験していませんでした。そのため、どこか「以前にも経験したことがある」という感覚があります（つまり、確かに恐ろしいのですが、一方では、それが何であるかを見抜いていて、まったくばかげたものだと分かっている自分もいるのです）。

返信 #5:

周囲で「妙なこと」が起こっているにもかかわらず、ご無事でいらっしゃると聞いて安心しました。そのことについて、引き続きあなたとご家族のためにお祈りしています。
黙示録14章についてですが、はい、私はこれらを文字どおりの出来事であり、実際に耳に聞こえるものだと理解しています。黙示録の中で象徴的なのは、明らかに象徴として描かれているものだけです（すなわち、私たちの救い主が小羊として、イスラエルが女として、バビロンが遊女として、悪魔が竜として、反キリストが獣として描かれていることです）。それ以外について問題となるのは、ヨハネが見たものがすべての人に見えるのかどうかという点だけです（例えば、黙示録9章に記されている第五と第六の災いをもたらすものは、おそらく地上の住民には見えないでしょう）。しかし、これらの宣言（黙示録8章5節）は、人々に聞かせるためのものです（イザヤ18章3節; エレミヤ25章30–32節参照）。また、地震も文字どおりに起こるものです（地震についてはこちらのリンクを参照してください）。ただ、ご質問のこの部分については、意味がよく分かりませんでした。「刻印については13章ですでに言及されていることは承知していますが、それは14章の後半で起こることを前もって描写しているのではないかと思っています。」についてもう少し詳しく説明していただけますか？

刻印については、知らないうちに刻印を受けてしまうのではないかと心配する必要はまったくありません。こうしたことはすべて、獣がモーセとエリヤに「戦いを挑み」、二人が天に引き上げられ、その後、反キリストが艱難期の中間点で神殿に座を占めるまでは起こりません。ですから、これらのことを理解するのは決して難しくありません。したがって、あなたが書かれた「艱難期の半ばに達したときには、それが分かるはずですし、何が刻印なのかを間違えることもないはずです。それまでの間、私はただ真理をしっかりと身につけることに集中し、失敗することへの恐れを敵にねじ曲げられて、神のために良い働きをすることができなくならないようにしなければなりません」という考えは、まったくそのとおりです、友よ！ 私たちは神を畏れ敬う心を持っていますが、それ以外の誰も、何も恐れる必要はありません。
羊たちのことも、うまくいきますように！

イエスにあって
ボブ・L.

質問 #6:

こんにちは、ボブ先生、
親切で迅速なお返事をありがとうございます。こちらでは、神を信じる者としての証しにふさわしくない恐れや被害妄想的な行動に心を支配されないよう、祈りながら心の中で戦っています。
13章についてですが、最初は14章が刻印を受けないようにという警告だと思っていました。しかし、13章の方が先に来ています。読み返してみると、14章は裁きの宣告のように思えました。しかし、すでに刻印を受けた人が救われることはないのであれば、天使が福音を宣べ伝えることにはあまり意味がないように思えます。ただし、刻印を受けておらず、しかもまだ信者になっていない、ごく少数の人々に向けられたものだとすれば話は別ですが。
これは、私が以前から弱さを抱えてきた部分、つまり「もしも……だったら？」という不安を狙った敵の攻撃だと分かっています。
もしも、それが自分の携帯電話だったら、銀行口座だったら、小切手を書くことだったら、などと考えてしまうのです。
しかし、先生やオモ先生が、常識を働かせることの大切さに言及しておられるのを思い出しました。さらに、何よりも重要なのは、主がすべての人の救いを望んでおられるということです！ 主がご自分の御言葉に示された順序に反するようなことをなさり、そのような欺きによって誰かが地獄に落とされるのを、どうしてお許しになるでしょうか？
最後に、まさにこういうときにこそ、健全な教えをする教師が必要なのだと思います。御言葉を正しく見分けるために、教師たちの助けを信頼する必要があります。獣の刻印が何であるかについて、自分勝手に奇妙な説を導き出している人々のことを思い出しましたが、私はそのような生き方はできません。陰謀論にとらわれ、あらゆるところに永遠の滅びの危険を見いだしながら生きることなどできません。それ以上に、私たちは御言葉全体を信じなければならないからです。聖書に書かれていることを超えて読み込んだり、付け加えたりしてはならないのです（黙示録について言っています）。
まだ恐れはありますが、これは自分が断ち切らなければならない、非常に不合理な恐れなのだと分かってきたように思います。刻印が今すでに存在する何かだと考える理由は、事実上まったくありません。それが聖書に示されているとおり、将来のものであると信じ、確信できる理由は、非常にたくさんあります。
この話題について先生が書かれたものはすべて読みましたが、それでもまだ恐怖で震えていました。ですから、励ましてくださってありがとうございます。
つまり、これからは艱難期についての学びをもう一つ加えることを優先し、真理にもっとしっかりと根ざし、それを十分によく理解できるようにしたいと思います。
本当にありがとうございます！

返信 #6:
おっしゃるとおりです。主は私たちが救われることを望んでおられます（第一テモテ2章4節）。そして、主を選んだ人々については、なおさらそうです。羊の話が出たところで……

わたしの羊はわたしの声を聞き分ける。わたしは彼らを知っており、彼らはわたしに従う。わたしは彼らに永遠の命を与える。彼らは決して滅びることがなく、だれも彼らをわたしの手から奪い取ることはできない。彼らをわたしに与えてくださったわたしの父は、すべてのものよりも偉大であり、だれも父の手から彼らを奪い取ることはできない。（ヨハネ10章27–29節 /NIV訳）

「一度救われたら、永遠に救われたままである」という無条件の永遠の救いの保証が存在しないのは事実です。しかし、その救いが危うくなる唯一の道は、自分の意志で断固として主を拒み、主を否定し、信仰を失い、信仰を完全に捨て去って……もはや信者ではなくなることです（ヨハネ3章18節）。

世の中には多くの嘘があり、それは日を追うごとに増えています。悪しき者は、私たち一人ひとりの弱点がどこにあるかをよく知っています。彼は私たち全員についての「ファイル」を持っているのです。もし私たちに、このような思考の癖があるなら、それに反応しなくなるまでは、間違いなく繰り返し悩まされることになるでしょう。

刻印は入れ墨です（リンク）。それが刻印であることは、誰の目にも明らかになります。刻印を施す方法、その意味、そして刻印を受けるための手続きも、すべて明白になります。それは本人の意志によって受けるものです（もちろん、同意するように非常に強い圧力がかけられますが）。そして、まさにそこが重要なのです。公の儀式で獣への「忠誠を誓う」ことなしに、この刻印を受けることは誰にも許されません。ですから、知らないうちに入れ墨を施される人などいないのです。また、14章の宣言は、信者たちに恵みによって与えられる数字や名前の計算方法とともに、この問題がすべての人にとって完全に明白になることを保証しています。

黙示録は基本的に時系列に沿って記されています。しかし、どのような歴史の叙述であっても、二つの異なる出来事が同時、あるいはほぼ同時に起こり、その時間的な範囲が重なっている場合には、どちらか一方を先に記述しなければなりません。例えば、私が「バルジの戦い」の歴史を書くとして、その戦いを三つの主要な戦区に分け、さらに戦術・作戦・戦略の各レベルで、双方の陣営に何が起こっていたのかを説明しようとすれば、ほぼ同時に起こっている九つの異なる事柄を扱うことになります。その場合、記述する順序として、何かを最初に、何かを最後にしなければなりません。しかし、最後に記述された出来事が、最初に記述されたすべての出来事が終わるまで起こらなかったという意味ではありません。艱難期の中間点には、非常に多くの出来事が集中しています。また、ヨハネはこの時点で獣について紹介していますが、実際には獣はすでに三年半にわたって権力を握っているのです。これが、私が「来たる艱難期」シリーズに第3部Bという一つのテーマ全体を挿入し、反キリストとその王国に関して、それまでに何が起こっていたのかを読者が把握できるようにしなければならなかった理由です（リンク）。野球の試合であれば、最初から最後まで時系列に沿って理解し、把握することができるでしょう。しかし、歴史上の出来事はそれとは異なります。特に艱難期の場合には霊的な側面もあり、天で起こっていること、地上の信者たちの間で起こっていること、そして悪しき者とその息子が行っていることを扱わなければならないのです。

「この話題について先生が書かれたものはすべて読みました」とのことですが、Ichthysにはこの問題について多くの資料があります。同じような恐れを抱いている人がほかにも大勢おり、私はさまざまな角度からこの問題を説明しなければならなかったからです。もしかすると、まだご覧になっていないかもしれないリンクを一つご紹介します。そこから、ほかの関連資料にもたどることができます（この件については、どうぞ遠慮なくまたメールをください）。
https://ichthys.com/mail-Antichrist-Mark-Number-ID.htm＜英文＞

今回のメールで、あなたがこの問題について信仰に基づいた決意を示しておられることから、あなたは試練を受けてはいるものの、信仰が揺らいでいるのではなく、その試練に打ち勝ちつつあるのだと分かります！ 「刻印が今すでに存在する何かだと考える理由は、事実上まったくありません。それが聖書に示されているとおり、将来のものであると信じ、確信できる理由は、非常にたくさんあります」とのことですが、まったくそのとおりです！

友よ、引き続きあなたのためにお祈りしています。あなたのお祈りにも感謝します！
イエスにあって
ボブ・L.

質問 #7：

ルギンビル博士、こんにちは。
前回お便りしてから、ずいぶん時間がたってしまいました。申し訳ありません。
昨日、私が教えていた聖書クラスで質問が出ました。皆さんは、黙示録18章4節で言及されているのは誰なのかを知りたがっていました。

それから、私は天からのもう一つの声がこう言うのを聞いた。「『わたしの民よ、彼女から出て行きなさい。彼女の罪に加わることがなく、彼女の受ける災害に巻き込まれることのないためである。』」（黙示録18章4節 /NIV訳）

何年も前に、博士が、この名前の明かされていない場所から私たちが出て行くべきだということについて、それがどの国、あるいはどの場所なのか、ご自身の考えを書かれたか、あるいはどこかに含めておられたように思います。「わたしの民よ、彼女から出て行きなさい」という言葉がどの国を指しているのかについて、博士が書かれた論文を見たような記憶があります。これはどの国を指しているのでしょうか。アメリカ合衆国でしょうか。
私の兄弟であり友人である博士が、今もお元気でおられることを願っています。私たちの兄弟であり友人、と言うべきですね。＿＿には、ウォルマートの店内で転倒するなど、いくつか大変なことがありました。しかし、転んだときに天使たちが彼女を助けてくれたのだと私は信じています。けがをしたのは手と唇だけで、それも軽いものでした。今ではすっかり元気です。善なる主が彼女を守るために天使を遣わしてくださったのだと、私は心から信じています。彼女は大丈夫ですし、回復するまでに半日しかかかりませんでした。
博士が教えの中で書かれたことを理解するために、いつも助けてくださってありがとうございます。

返信 #7：

＿＿のことを聞いて残念に思います。しかし、私たちのように「それなりの年齢」になった者にとって、転んでも大きなけがをせずに済むというのは、何とありがたいことでしょう。彼女を私の祈りのリストに加えました。
ご質問にお答えすると、聖書は謎のバビロンがどこであるかを明らかにしていません。「来たる艱難期」シリーズで説明しようとしてきたように、私たちが確実に知っていることの一つは、バビロンと復興したローマ帝国は同じ場所ではないということです。反キリストが謎のバビロンから現れること、そして反キリストとバビロンが艱難期において政治的、経済的、軍事的に支配的な勢力となることを考えると、もし艱難期が近いうちに始まるのであれば、アメリカ合衆国以外に有力な候補はありません（次のリンクを参照：「将来の『謎のバビロン』がどこであるかについての有力な推定」/あるいはA5印刷本「反キリストとその王国」の86頁-「将来の『謎のバビロン』の正体」）。

ただし、覚えておいていただきたいのは、艱難期が始まるまでは、謎のバビロンは存在しないということです。もし艱難期が間もなく始まり、その場所がここアメリカであるなら、黙示録18章4節で呼びかけられているのは、艱難期の終わり近く、ハルマゲドンの直前までここで生き延びている信者たちということになります。第五の鉢の裁きの際には、反キリストが復興したローマ帝国の本拠地を立て直すために、暗闇に覆われた北方へ「姿を消す」ので、短い猶予期間が訪れます。そのとき、信者たちは「逃げなさい！」という命令を聞くことになります。そして、私たちはその命令に従うのが賢明でしょう（これについては、次のリンクを参照：「バビロンから逃げなさい！」＜リンク先ファイルの43頁-/あるいはA4印刷本「来たる艱難期 第五部: ハルマゲドンと再臨」の42頁-「バビロから離れ去れ」を参照下さい＞）。

どうぞ＿＿によろしくお伝えください。そして、彼女のために祈っていることも伝えてください（もちろん、友よ、あなたのためにも祈っています）。

イエスにあって、
ボブ・L.

質問 #11：

ボブ、お元気でお過ごしのことと思います。いくつかの箇所で使われている「信じる」という言葉について質問があります。これらの箇所では、真の、救いに至る信仰を意味しているのでしょうか。それとも、何か別の種類の信仰なのでしょうか。ヨハネ2章23-25節, 12章42-43節; 使徒行伝8章13節

返信 #11：

信仰、すなわちギリシヤ語のピステス pistis / ピスチュオーpisteuo とは、聞いたことが真実であると信じ、その真理に信頼を置くことです。確かに信仰には程度の違いがあります。イエスは、ご自分を十分に信頼していない弟子たちを戒める際に、何度も「ああ、信仰の薄い者たちよ！」と言われました。また、ある人々に対しては、「あなたの信仰は大きい！」とも言われました（例：マタイ15章28節）。信仰は成長することもあれば、衰えることもあります。私たちの信仰が成長すれば、からし種のように大きな木になることができます。しかし、霊的成長を怠れば、信仰は衰え、ついには消え失せてしまうことさえあります。主が来られるときに信仰が小さくても、信者は救われます。しかし、救われるのは信者だけです。ですから、信者がこの世を去る前に再び不信者に戻ってしまったなら、その人はもはや信者ではないので、救われません（ヨハネ3章18節）。

あなたが質問されたこれらの箇所は、特に解釈の難しい箇所です。

(22) それで、イエスが死人の中からよみがえられたとき、弟子たちはイエスがこのことを言われたのを思い出し、聖書とイエスが語られた言葉を信じた。(23) さて、過越しの祭りの間、イエスがエルサレムにおられたとき、多くの人々がイエスの行われたしるしを見て、その名を信じた。(24) しかし、イエスは彼らにご自身を委ねられなかった。すべての人を知っておられたからである。(25) また、人についてだれかに証言してもらう必要もなかった。人の内に何があるかをご存じだったからである。（ヨハネ2章22-25節 /NKJV訳）

この最初の箇所では、22節における信仰の対象は「聖書とイエスが語られた言葉」です。つまり、弟子たちは今や、信仰を通して、また御霊の照らしによって、それが何を意味しているのかを理解したということです（御霊なしに、また真理を信じることなしに、私たちはどのような真理も理解すること、すなわち epignosis［真の認識］に至ることはできません）。彼らはすでに信者でした。しかし、信者が霊的に前進する方法は、信者になったときと同じです。すなわち、真理を聞き、それを信じ、生活に適用することによってです（例：ピリピ3章16節; コロサイ2章6節）。ある人が信者であるからといって、すべての真理を信じているわけではありません。もしそうなら、たとえば「携挙」を熱狂的に支持する人々が、あれほど大勢いるはずがありません。23節では、主の奇跡を目撃して主を信じた人々が確かに登場します。しかし、続く節は、彼らの信仰が強いものではなく、次第に衰え、やがて消えてしまったことを示唆しています。結局のところ、主に従い、その奇跡を喜んでいた群衆のうち、主が十字架につけられていたときにも忠実であり続けた人が、どれほどいたでしょうか。浅い土に落ちた種から生まれた人々もいます。彼らはしばらくの間は信じますが、後になって信仰から離れてしまいます（マタイ13章21-22節; マルコ4章16-17節; ルカ8章13節）。私たちのラオデキヤの時代に生きる多くの人々も、この部類に属することになり、艱難期の圧迫の下で、大背教において信仰から離れてしまうでしょう（リンク＜リンク先ファイル/あるいはA5版印刷本「来たる艱難期 第三部A：艱難期の始まり」の19頁-「大背教」を参照下さい＞）。

しかし、指導者たちの中にも、イエスを信じた者が大勢いた。ただ、パリサイ人たちを恐れて、会堂から追放されないように、イエスを公に告白しなかった。彼らは神からの称賛よりも、人からの称賛を愛したからである。（ヨハネ12章42-43節/NKJV訳）

これらの人々も信者です。しかし、明らかに信仰が強い信者でも、勇気のある信者でもありませんでした。このような信仰で、最後まで耐え忍ぶことができたのでしょうか。最後まで信仰を保ち、耐え忍ぶ者だけが救われるのです（例：マタイ10章22節）。中には最後まで耐え忍んだ人もいたでしょうが、大多数はそうではなかったのではないかと思います。一人ひとりがどうであったかを知るには、最後の裁きまで待たなければなりません。

シモン自身も信じ、バプテスマを受けると、引き続きピリポと共にいた。そして、行われる奇跡やしるしを見て驚いていた。（使徒行伝8章13節 /NKJV訳）

これも、少なくとも最初は「信じた」ものの、その後すぐに以前の生き方に戻り始めた人物の例です（使徒行伝8章18-24節から明らかです。なお、使徒行伝8章以外には、この人物について何も分かっていません）。これは非常に重要な点です。なぜなら、信じて救われることは、すべてを変えるものではありますが、私たちの自由意志を取り去るものではないことを示しているからです。私たちはなおも信仰を堅く保ち続けなければなりません。そして、カルヴァン主義の主張とは反対に、これは自動的に起こることではありません。私たちは最後まで信仰の戦いを戦い抜かなければならないのです。これはいつの時代にも極めて重要なことでした。ましてや、艱難期の入り口に立っている私たちにとっては、なおさらではないでしょうか。

(12) 「また、［その時には］不法が増すため、多くの人の愛は冷える。(13) しかし、最後まで耐え忍ぶ者、この者こそ救われるのである。」（マタイ24章12-13節）

「しかし、人の子が戻って来るとき、地上に［なおも存在している］信仰を見いだすだろうか。」（ルカ18章8節後半）

イエスにあって、
ボブ・L.

質問 #12：

マタイ24章29節
「それらの日々の艱難の直後に、太陽は暗くなり、月はその光を放たなくなり、星々は天から落ち、天の諸力は揺り動かされる。」

あなたが送ってくださったこの聖句こそ、艱難期前携挙を信じている人たちに、私が真っ先に見せる箇所です。彼らはそれを見て、少し混乱し、戸惑ったような顔をします。ところが、その後すぐに友人たちのところへ行き、いつものように「私はその時にはここにいない。携挙されているから」と言い続けるのです。

返信 #12：

本当に悲しいことですね……。そして、近いうちに、さらにずっと悲しい事態になる可能性があります（それがどれほど近いのかは、私たちには分かりませんが）。
イエスにあって、
ボブ・L.

質問 #13：

ボブ、本当にありがとうございます！ 心から感謝しています。
副議長としての任期が終われば、ほっとされることでしょう。今回の争いも、あなたにとってさらなる負担になっていますね。私もそのような役目は引き受けたくありません。双方の言い分に耳を傾け、公平に対応しようとするのは大変なことでしょう。早く解決することを願っています。このことについても、あなたのために祈り続けています。

それから、ボブ、ふと思ったのですが、もし私たちに猶予期間が与えられたなら、ひと息つくことはできますが、気を緩めて安心しきり、油断してしまわないように注意しなければなりません。いずれにしても、私たちは日々行うべきことを続けていく必要があります。霊的に成長し、前進し、実を結び、備えをすることなどです。

あなたのお祈りにも感謝しています！
イエスにあって

返信 #13：

油断してはならないという点については、まったく同感です。私たち皆が油断しないように助けていただくことは、私が毎日祈っていることの一つです。そして、あなたのおっしゃるとおりです。もしこの秋に猶予期間が与えられたとしても、それは七年間の猶予が与えられるという意味ではありません。艱難期がいつ始まってもよいように、備えておかなければなりません。

「腰に帯を締め、明かりをともしていなさい。主人が婚宴から帰って来るのを待っているしもべたちのようになりなさい。主人が帰って来て戸をたたいたら、すぐに開けられるようにするためである。主人が帰って来たとき、目を覚ましているのを見られるしもべたちは幸いである。まことに、あなたがたに告げる。主人は自ら仕えるために身支度をし、しもべたちを食卓に着かせ、そばに来て給仕するであろう。主人が真夜中に帰って来ても、夜明け近くに帰って来ても、備えをしているのを見られるしもべたちは幸いである。しかし、このことを理解しておきなさい。家の主人は、泥棒が何時に来るかを知っていたなら、自分の家に押し入らせはしなかったであろう。あなたがたも備えをしていなさい。人の子は、あなたがたの思いもよらない時に来るからである。」（ルカ12章35-40節 /NIV訳）

私たちはもちろん、同じ章の続きで、ペテロが詳しい説明を求めた際に語られた、二番目のしもべのようにはなりたくありません。

ペテロが尋ねた。「主よ、このたとえは私たちに向けて話しておられるのですか。それとも、すべての人に向けてですか。」主は答えられた。「それでは、主人が自分のしもべたちを任せ、決められた時に食事を与えるように管理を任せる、忠実で賢い管理人とはだれであろうか。主人が帰って来たとき、そのようにしているのを見られるしもべは幸いである。まことに、あなたがたに告げる。主人はそのしもべに、自分の全財産を管理させるであろう。しかし、もしそのしもべが心の中で、『主人の帰りは遅い』と思い、男や女のしもべたちを打ちたたき、飲み食いして酔い始めたとしたら、どうであろうか。そのしもべの主人は、彼が予期していない日、思いもよらない時に帰って来る。そして、そのしもべを厳しく罰し、不信者たちと同じところに置くであろう。主人の意志を知りながら、備えもせず、主人の望むことも行わなかったしもべは、多くむち打たれる。しかし、知らずに罰に値することをした者は、少ししかむち打たれない。多く与えられた者からは多くが求められ、多くを任された者からは、さらに多くが要求されるのである。」（ルカ12章41-48節 /NIV訳）

鉄は鉄によって研がれます（箴言27章17節）。ですから、真理を大切にする信者である私たちが、以上のことを互いに繰り返し思い起こさせ合えば合うほど、皆が目を覚まして警戒し続けることができるようになるでしょう（リンク＜リンク先ファイルの2頁-/あるいは印刷冊子「来たる艱難期 第七部： 艱難期の備え」の2頁-を参照下さい＞）。

次に私が注目している時期は、仮庵の祭り（スコット）が終わる金曜日です（もし9月／10月が「正しい月」であったならば、ということですが）。その後は新月（10月／11月）に注目することになり、すべての日程が30日先にずれることになります。
友よ、あなたのお祈りに感謝します！ そして、御言葉を愛しておられることにも感謝しています。
イエスにあって、
ボブ・L.

質問 #16：

こんにちは。
あなたとご家族の皆さんがお元気でいらっしゃることを願っています。以前にも申し上げましたが、改めて、あなたの聖書の教えの働きと、私たちのためにしてくださっているすべてのことに、心から感謝しています。これほど多くのことをする時間を、いったいどうやって見つけておられるのか、本当に不思議です。先ほど『来たる艱難期』の第6部を読み終えましたが、とても素晴らしい内容でした。天の父が私たちのために計画してくださっていることは、人間の頭でも心でも、到底理解し尽くせるものではありません。第一コリント2章9節でパウロが述べていることを思い起こさせられます。

あとわずか数週間で艱難期に入るかもしれないと考えると、本当に驚くばかりです。最近は、何が起ころうとも信仰を守り続けられるように、神が私を備えてくださることを祈っています。もし殉教することが私に定められているのであれば、それも受け入れるつもりです。キリストと天の父と共に過ごす永遠に比べれば、ほんの数秒の苦痛や苦しみなど、何でもないことだと分かっているからです。私の心の一部では、あと7年間の猶予が与えられればと願っていますが、そうなれば、この地上でさらに7年間、苦労しながら働き続けることにもなります。それよりも、私はキリストと共にいたいのです。

もちろん、私が最も心配しているのは家族のこと、そしてこれから起こるすべてのことが家族にどのような影響を及ぼすかということです。家族が少しでも傷つくことは、何としても避けたいのです。それでも、そうした考えを頭から追い払うようにしています。何が起ころうとも、すべては神の御支配のもとにあり、神のご計画の一部であることを知っているからです。そのことが私に大きな慰めを与えてくれます。

最近は、救われていること、そしてキリストを知っていることが、どれほど大きな祝福であるかを、ひしひしと感じています。キリストと、キリストとの関係を離れては、真に価値のあるものなど何もありません。周囲を見渡すと、結局は何の意味も持たない、この世のものを追い求めている人々が目に入ります。私たちが皆知っているように、この地とその中にあるすべてのものは、やがて塵となってしまいます。人々がキリストよりも自分の罪を好んで選ぶということが、私には本当に信じられません。私は真理を知っていることに、ただただ感謝しています。そのことを考えると、時には感情が込み上げてきます。なぜなら、この真理や神の恵みを受けるために、私は自分では何一つしていないことを知っているからです。すべては賜物です。そして私は、地上に残された時間も、永遠にわたっても、この賜物を大切にし続けるつもりです。家族も救われており、私たち全員が共に永遠を過ごせると知っていることは、何という祝福でしょうか。

新しい役職に就いてから約6か月になりますが、すべてがとてもうまくいっています。来年の初めに、別のチームへ異動する可能性があるという話もちらほら聞こえてきています。一つか二つのポジションに空きが出る予定で、すでに私に興味があるかどうか尋ねてくる人たちもいます。恵み深い主は、何度も何度も繰り返し、私と家族を守り、必要を満たしてくださっています。前回お話しして以来、＿＿も昇給し、ボーナスも受け取りました。こうしたことすべてに、ただただ驚くばかりです。

最後にもう一つ、＿＿を祈りのリストに加えていただけますか。彼が救われていることは間違いありませんが、悪い考えに悩まされており、ADHD（注意欠如・多動症）もその問題をいっそう難しくしています。私は、彼がキリストとの関係において成長し続け、こうした問題のすべてについて、神の御心と導きを求め続けることができるように祈っています。これは、彼が以前からずっと苦しんできた問題なのです。
キリストにあるあなたの兄弟より

返信 #16：

友よ、この素晴らしい証しと、大変励みになる言葉をありがとうございます。私の考えを申し上げるなら、あなたはこれから起こり得る困難について、まさに正しい考え方をしておられると思います。また、この世界に対するあなたの見方も、まさしく正しく、神の御心にかなったものだと思います。実際、これこそが、教会時代において私たちのために形を変えた第四の戒めを守る方法なのです（リンク＜英文：「新しい安息」＞）。週に一日、肉体的に休む代わりに、私たちには、いつでも霊的な安息のうちにいる責任があります。物事が（私たちの目には）良く見えるときも、悪く見えるときも、これから来るものの方がはるかに素晴らしいことを忘れてはなりません（そうしなければ、この世を愛するようになってしまうからです）。また、私たちの目に見えるものは一時的なものにすぎないことも、忘れてはなりません（そうしなければ、目に見える状況によって落胆してしまうからです）。もし艱難期が間もなく始まるのであれば、このような見方を持つことは極めて重要になります（そして、それは今でも非常に重要なことです）。

それゆえ、私たちは落胆しない。たとえ私たちの外なる人は衰えていっても、内なる人は日々新たにされているからである。私たちの一時的な軽い苦難は、比べものにならないほど重みのある永遠の栄光を、私たちにもたらしてくれる。私たちは、目に見えるものではなく、目に見えないものに目を向けている。なぜなら、目に見えるものは一時的だが、目に見えないものは永遠だからである。（第二コリント4章16-18節 /NKJV訳）

＿＿のために祈ります。
友よ、あなたのことも毎日祈り続けています。

イエスにあって
ボブ・L.

質問 #17：
　
お返事とお祈りをありがとうございます。彼がキリストにあって成長するにつれて、物事が少しずつ楽になっていくことを願っています。一方で、キリストにあって成長するにつれて、かえって困難が増すかもしれないことも分かっています。なぜなら、それこそ敵が最も望まないことだからです。私は毎日彼のために祈っていますし、これからも祈り続けます。彼と私は、家族全員と同様に、とても親しい関係にあり、ほとんど毎日話をしています。彼が救われていること、そして、これらすべてが何を意味しているのか、この地上で実際に何が起こっているのかを理解していることに、心から感謝しています。家族が救われていると知っていることは、永遠の世界に入る前のこの地上で受けることのできる、最も大きな祝福の一つだという結論に至りました。家族が「真理」を知り、救われていると分かっていることから、私は非常に大きな喜びと平安を得ています。この世の大多数の人々は、私たちが何のためにこの地上にいるのか、また、これから何が起ころうとしているのかについて、全くと言ってよいほど目が見えていないように思えます。私は第一コリント1章18節をよく思い起こします。ほとんどの人は理解していないだけでなく、そもそも理解しようともしていません。そのようなことに煩わされたくないと思い、むしろ肉の欲望を追い求め、神と、救いへと招いておられる神の呼びかけを完全に無視することを選んでいるのです。何という愚かなことでしょうか！ 私には到底理解できませんし、理解できるようになりたいとも思いません。私が望むのは、ただキリストと、キリストと共に永遠を過ごすことだけです。

艱難期が近づく中、それが数週間後であろうと、7年後であろうと、あるいは千年後であろうと、私は祈り続け、聖書を読み続け、できる限り霊的に成長するよう努めていくつもりです。艱難期がいつ始まるかにかかわらず、この人生では私たち全員に困難が待ち受けていることを知っています。そうした時に備えて、霊的に十分な準備をしておきたいのです。そうすることで、家族にとって必要な指導者となり、模範となり、証しをする者となりたいと思っています。主が私にどのようなことに直面するようお定めになったとしても、キリストへの信仰を守り続けたいのです。神がお許しにならない限り、私の身には何事も起こり得ないことを知っています。そして、もし神がお許しになるのであれば、そこには必ず理由があり、神の目的があるのです。そのことを心に留めていると、人生を生きることがずっと楽になります。この地上で何が起ころうとも、やがて私はキリストと共にいることになります。そして、パウロがローマ8章18節に書いているように、どのような苦しみも、主と共に私たちを待っている栄光とは比べものになりません。
世界で起こっているさまざまな出来事を見渡すと、艱難期が近づいているように思えます。日を追うごとに、あらゆることが少しずつ異常さを増しているように見えます。いずれにしても、何が起ころうとも、キリストは王であり、これからも永遠に王であられます。

キリストにあるあなたの兄弟より

返信 #17：

どういたしまして。まさにそのとおりです！ 家族や愛する人々が信仰を持っていることは大きな祝福ですし、彼らが真理を愛し、霊的成長に関心を持っていることは、さらに大きな祝福です。私たちはこうした祝福を大切に味わい、心から感謝すべきです。何しろ、毎週掲載されるメールへの返信を読んでおられればお分かりになると思いますが、これは一般的なことというより、むしろ例外的なことなのです。艱難期には、身近な愛する人々と霊的に一致し、平安と調和を保てることは、さらにまれになるでしょう。

隣人を信頼してはならない。友人にも頼ってはならない。あなたの腕の中に寝ている妻に対してさえ、口から出る言葉に気をつけなさい。息子は父を侮り、娘は母に逆らい、嫁は姑に逆らう。人の敵は、その人自身の家族の者たちである。しかし、私は主を待ち望み、私の救いの神を待つ。私の神は私の声を聞いてくださる。（ミカ7章5-7節 /NIV訳）

「わたしが地上に平和をもたらすために来たと思ってはならない。わたしが来たのは、平和ではなく、剣をもたらすためである。わたしは、『息子を父に、娘を母に、嫁を姑に逆らわせる』ために来たのである。そして、『人の敵は、その人自身の家族の者たちとなる』。」（マタイ10章34-36節 /NKJV訳）

「その時、多くの人がつまずき、互いに裏切り合い、憎み合うようになる。また、多くの偽預言者が現れ、多くの人を惑わす。不法がはびこるため、多くの人の愛は冷たくなる。しかし、最後まで耐え忍ぶ者は救われる。」（マタイ24章10-13節 /NKJV訳）

「あなたがたは、両親、兄弟、親族、友人にさえ裏切られる。そして、あなたがたのうちのある者は殺される。」（ルカ21章16節 /NKJV訳）

「艱難期がいつ始まるかにかかわらず、この人生では私たち全員に困難が待ち受けていることを知っています」という点についてですが、友よ、これは本当にそのとおりであり、常に心に留めておくべき重要な比較の視点です。終末論の学びが決して「抽象的」なものではなく、むしろ私たちが今ここで経験していることとの共通点を絶えず示してくれるのは、主にこのためなのです。
友よ、この素晴らしいメールと、あなたの立派で前向きな姿勢に感謝します！ 私自身も大いに励まされました。
イエスにあって
ボブ・L.

質問 #18：

こんにちは、ルギンビル先生。
しばらくきちんとご挨拶のメールを書いていなかったので、久しぶりにご連絡しようと思いました。事故からすっかり回復され、健康状態も良好であることを願っています。今学期の授業は、これまでのところ順調でしょうか。ラテン語を教えてくれる方は見つかりましたか。
こちらはまずまずです。仕事も順調に進んでいます。［省略］二つの仕事を合わせて、近いうちに十分な勤務時間を確保できればと思っています。
伝道の働きに関する事務的な仕事も、いくつか進めています。これからは、仕事の勤務時間が（そうなってほしいのですが！）増えることに加え、伝道の働きの方でも仕事が増えて、さらに忙しくなると予想しています。すべてのことを効果的かつ効率的にこなせるよう、お祈りいただければ幸いです。
私が行っていた聖書の学びは夏の間休止し、再開について話し合いはしたものの、まだ再開していません。この働きのための扉は閉ざされたのか、あるいは少なくとも状況が変わったのではないかと考えています。現在の枠組みの中で、本当にうまく進められるかどうか自信がありませんし、まだ受け入れる準備ができていないかもしれない、あるいは受け入れる気持ちがないかもしれない人たちに真理を伝えようとして、かえって益よりも害をもたらすことは避けたいのです。また、＿＿との聖書の学びも中断したまま再開していませんが、それはおそらくそれでよいのだと思っています。
この一年は、精神的にも感情的にも非常につらい年でした。どれほど難しくても、正しい聖書の真理を実際に適用する責任が自分にあることは分かっています（たとえば、過去のことを忘れて前に進むことなどです）。
すべては良い方向に向かうことを知っていますし（ローマ8章28節）、神が私をどれほど深く愛してくださっているかも分かっています。神の懲らしめでさえ、本当に愛によるものであり、たとえ痛みを伴っても、純粋で善いものであることを、以前よりも深く理解するようになりました。以前から理解しているつもりでしたが、今はそのことをさらに深く実感しています。
先生がお元気でいらっしゃることを、心から願っています！
キリストにあって

返信 #18：

友よ、近況を知らせてくださってありがとうございます！
私はずいぶん良くなりましたが、まだ疲労感が少し残っており、首にも多少問題があります。本当にいろいろなことのあった一年です……今のところは、ですが！ 新しい車（日産ローグ）は快適です。ただ、以前の部隊長から、この車種にはエンジンが焼き付く問題があったと聞かされました。私の車が製造される前の問題だったことを願っています。授業は順調です。ほぼいつもの調子を取り戻しました。結局、ラテン語を教える人の助けは得られなかったので、かなりの数の学生を失ってしまいました。
お仕事の状況について聞けてうれしく思います。何らかの形で、どこかでフルタイムの仕事が得られるように祈ります。従業員の福利厚生には多額の費用がかかります。特に健康保険はそうです。そのため、雇用主がそうした負担を避けようとして、勤務時間を制限したがるのはよくあることです。
霊的成長については、あなたは正しい方向に進んでいます。私たちが望むほど主に確信を持って信頼できるようになるまでには、誰でもある程度の時間がかかります。そして、それは常に戦いとなるものです。ダビデやモーセ、エリヤのような人々でさえ、時にはつまずいたのですから、私たちが完全でないことも無理からぬことです。
この点について、私が特にお伝えしたいのは、時が近づくにつれて、私たちは第四の戒めにますます注意を向けるべきだということです。私たちはいつでも平安を持つことができますし、実際にそうあるべきなのです。では、この悪魔の世界で、これほど多くの騒ぎや混乱に囲まれながら、どうすれば平安を保てるのでしょうか。何よりもまず、向こう側の世界はあらゆる点で今よりも素晴らしく、この地上にあるものは、「良い」ものであれ「悪い」ものであれ、すべて一時的なものにすぎないという真理を、心にしっかりと保つことです。「今のこの状態」が永遠に続くわけではありません。実際、この世の人生においては、明日が来るという保証さえ私たちにはありません。しかし、私たちには、今のどのような一日もかすんでしまうほど素晴らしい、究極の「明日」が約束されています。それは神ご自身から与えられた、絶対に確かな保証なのです。ですから、私たちは平安を持つことができます。私たちが息をしている限り、どのような状況にあろうとも、神が私たちを生かしてくださっているのです。私たちは、ただ今この瞬間を耐え抜けばよいのです。そして、息を引き取ったその瞬間、私たちは主と共にいることになります。その時、一方では、この地上のあらゆる苦しみが永遠に消え去り、他方では、向こう側の世界にある驚くべき素晴らしさと祝福が、この人生で経験したかもしれない最も素晴らしいことさえも、想像を絶するほどはるかに上回るのです。私たちは皆、このことを知っています（少なくとも知っているはずです）。しかし、それを実際に自分の生活に適用すること……それこそが、新約聖書においてその意味が拡大され、成就された第四の戒めを守ることなのです（リンク）。

そればかりではない。御霊の初穂をいただいている私たち自身も、子として迎えられること、すなわち私たちの体が贖われることを熱心に待ち望みながら、心の中でうめいている。私たちは、この希望のうちに救われたのである。（ローマ8章23-24節前半 /NIV訳）

「神は彼らの目から涙をことごとくぬぐい去ってくださる。もはや死はなく、悲しみも、叫びも、痛みもない。以前のものは過ぎ去ったからである。」（黙示録21章4節 /NIV訳）

友よ、あなたとご家族のことを、毎日祈り続けています。
イエスにあって
ボブ・L.

終末-179
あなた方からのメール
終末論に関する諸問題 CLXXIX
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質問 #1：

今週でIchthysが29周年を迎えられたこと、おめでとうございます！

返信 #1：

ありがとうございます！ そうです。先週の木曜日で、Ichthys.comが初めて公開されてから29年になりました。最初の1か月ほどは、当時すでにできていたペテロ・シリーズを、ウェブサイトに掲載するためにHTMLファイルに変換する作業に費やしました。それ以来、ご存じのように、サイトはかなり大きくなりました。あまりに大きくなったため、サイト内で目的のページを探すのが難しいと、複数の読者から苦情が寄せられるほどです！

これらすべては、主がおられなければ、聖霊の助けがなければ、そして読者の皆さんの祈りによる支えと励ましがなければ、実現しなかったことでしょう。

主よ、私たちにではなく、私たちにではなく、あなたの御名にこそ栄光がありますように。あなたの愛と真実のゆえに。（詩篇115章1節 /NIV訳）

イエスにあって、
ボブ・L

質問 #2：

ルギンビル博士、こんにちは。
このメールが届くとき、先生がお元気でおられることを主に祈り、信じています！ 先生の質疑応答メールをいくつか読んで、最近先生が経験された幾つかの出来事について知りました。主が豊かな恵みをもって先生をそれらの困難から導き出してくださったと信じています。
最近先生に寄せられる質問の多くは、艱難期がいつ始まる可能性があるのかということに関係しているように思います。私は先生の「サタンの反乱」シリーズと「来たる艱難期」シリーズを読みました。しかし、紀元70年の神殿の破壊と終末の時期との間に考えられる関連について、先生がすでに取り上げておられるかどうか、よく分かりません。
イエスは十字架に向かわれる際、エルサレムが滅ぼされること、そしてご自分が語られたことが一世代（40年）のうちに実現することを預言されました。そして、イエスの昇天から約37年か38年後の紀元70年8月に、エルサレムは神殿と共に破壊されました。
私の考えでは、神殿の破壊はユダヤ人の時代の終わりを意味していました。教会はすでに紀元33年のペンテコステの日に始まっていました。しかし、ユダヤ人の時代が完全に終わったのは、それから37年後のことでした。
このことは、最後の7年間がいつ始まるのかを計算したり、考えたりする際に、考慮すべき要素の一つとなり得るでしょうか。
1980年代には、多くの終末論の教師たちが、主は1988年に戻って来られると考えていたことを知っています。イスラエルが1948年に国家として再建されたので、それに40年を加えて1988年という年を導き出したのです。しかし、もちろん1988年には何も起こりませんでした。それでも、教会時代の終わりと千年王国の始まりを計算するうえで、1948年には今なお何らかの重要性があるのだろうかと思っています。
もう一つ質問があります。イエスが紀元33年に死なれ、復活されたということについて、私たちはどの程度確信を持つことができるのでしょうか。さまざまな年代計算を耳にしたことがあり、イエスが紀元30年という早い時期に死なれたとする人もいます。この件について先生が参照されている資料を教えていただければ、大変ありがたく思います。
キリストの体に対して、忠実に奉仕を続けてくださっていることに感謝いたします。
神の祝福がありますように。

返信 #2：
お便りをいただき、うれしく思います。また、ご心配くださり、ありがとうございます。
教会時代をいつから数え始めるかという点については、イエス・キリストの死、犠牲、復活、そしてそれに続く聖霊の降臨が、教会時代の始まりを示す、議論の余地のない時点であると私には思われます（あなたもそのように理解しておられますね）。そうであるなら、教会時代の二つの千年期が、なぜその時点から始まらないのか、私には分かりません。紀元70年までには使徒たちは皆いなくなっており、しるしとしての賜物もなくなり、新約聖書も完成していました。その間の時期が、確かに過渡期であったことは事実です（こちらのリンクを参照＜英文＞)。しかし、教会時代の最初のペンテコステの時点で、その約37年後に強制的に終わらされることになる儀式などは、すでに効力を失い、無効となっていたのです（ヘブル書が明らかにしているとおりです。リンク）。したがって、ユダヤ人の時代は確かにその時点で中断されたのです。ただし、まだ7年間が残されていました（すなわち、ダニエルの第70週です。ダニエル9章24-27節）。
紀元33年が「その年」である可能性については、なぜそれが最も可能性の高い年なのか、私なりにできる限り説明してきました（リンク）。それに加えて一つ申し上げるなら、根拠のあるほかの年代はすべて紀元33年よりも前のものです（そうであれば、2026年も候補から外れることになります）。ただし、一つだけ例外があります。それは紀元34年です。最近の投稿でも触れたように、アイザック・ニュートン卿はこの年代を主張しました。しかし、その場合、私たちの主の宣教期間は4年半であったことになります。これは、ヨハネの宣教期間とも、聖書がヨハネと私たちの主の宣教を予型的に対応するものとして示している、艱難期におけるエリヤとモーセの宣教期間とも一致しません（福音書に記されている過越の祭りの回数についても問題があります。比較年表はこちらのリンクを参照＜リンク先ファイルの94頁-/A4版印刷本「サタンの反乱」の432頁-を参照下さい＞）。また、これらすべてについて「サタンの反乱」第5部で論じている箇所へのリンクはこちらです＜リンク先ファイルの86頁-/A4版印刷本「サタンの反乱」の423頁-を参照下さい＞。
1948年については、これまで何度も指摘してきたように、この年には霊的な意味はありません。聖書に預言されているイスラエルの地への帰還は、すべてメシアの再臨後に起こるものであり、人間によるものではなく、神によって実現されるものです（リンク＜リンク先ファイルの26頁-/あるいはA4印刷本「来たる艱難期第六部」26頁-を参照下さい＞）。また、この年の数字そのものにも意味があるはずはありません。というのも、紀元前・紀元後という年代の数え方自体が人間によって作られたものであり、新約聖書が書かれた当時には存在していなかったからです（この方式が生まれたのは6世紀です）。
もちろん、ほかにも考慮すべきさまざまな要素があります。しかし、今年、艱難期が始まる可能性を最も強く示していた条件、すなわち、該当するユダヤ教の祭りと時期が一致するという条件については、その機会がほぼ過ぎ去ってしまったと言わざるを得ません。ただし、この点について、もっとはっきりしたことを申し上げるのは11月まで待とうと思っています。
温かいお言葉をありがとうございます、友よ！
イエスにあって、
ボブ・L 
質問 #11：

こんにちは、ボブ。

今日、職場でまた別の人が病気で休むと連絡してきたため、誰か代わりに勤務できる人はいないかと、グループのWhatsAppに再びメッセージが送られてきました。午前9時までに25件ものメッセージを受け取りました。今のところ、ほとんど毎週こんなことが起こっています。
ボブ、今日も良い一日を過ごされたことを願っています。試験の方もうまくいったでしょうか。
ということは、今週が2026年に残された、可能性の高い最後の「時期」になるかもしれないのですね。それでも、そちらの感謝祭までは、まだ可能性があるということでしょうか。
私のためにも祈ってくださり、ありがとうございます、ボブ。ここ数か月、ずっとひどく疲れを感じています。生活はこれまで以上に忙しくなっているように思えます。でも、先生もその気持ちはよくお分かりですよね！

イエスにあって

返信 #11：

25件ものメッセージですか！ それはもう、携帯電話の電源を切りたくなるような状況ですね。私も最近、新しい日産のアプリからの通知を調整しなければなりませんでした。通知音が鳴るだけでなく、プッシュ通知が送られてきて、しかも都合の悪いときに届くので、非常に煩わしかったからです。

学生たちの試験の出来は、予想されるほどひどいものではありませんでした（もっとも、私が採点に寛大な教師であるのは幸いなことですが）。明日もまだ採点しなければならない答案が山積みで、ほかにも予定がありますが、何とか一つずつ片づけています……そして、感謝祭もだんだん近づいてきています！ 一昨日の夜も昨夜も、花が霜で駄目になりそうでした。ところどころで霜が降りましたが、ここハイランズでは霜が居座ることはありませんでした。ナスタチウム（金蓮花）などは、再び元気を取り戻しつつあります（この花は涼しい気候を好むのです）。

そうですね。今週を何事もなく過ぎるなら、その可能性は低くなり、11月半ばまでにはほぼゼロに近づくと言えるでしょう（完全にゼロではありません。神には何事でも行う権威がありますし、私たちは、その年のうちのいつ頃、どの日に起こる可能性が高いのかについて、具体的に知らされているわけではないからです）。もし私が予想していたよりも、さらに7年間待たなければならないとしたら、これまで以上に自分の健康に十分気を配らなければなりませんね！

友よ、あなたが少しでも休息を得られるように、そして忙しい中でも健康が守られるように祈っています。私のためにも祈ってくださり、ありがとうございます！
イエスにあって、
ボブ・L

質問 #17：
こんにちは、ルギンビル博士。
お元気でお過ごしのことと思います！ たくさんの責任を抱えておられる中、お仕事の方はいかがですか。健康状態はいかがでしょうか。それから、百日草はまだ元気に咲いていますか。それとも、そちらのルイビルではもう霜が降りて、すっかり凍ってしまいましたか。こちらでは昨夜、初霜が降りましたが、私はフクシアの鉢を家の中に入れるのを忘れてしまいました……。私が大切な花の世話をするよりも、主が私のことをずっとよく世話してくださっていることを、本当にうれしく思います。
一つ質問があります。二人の預言者が、バプテスマのヨハネが「エリヤ」であったのと同じような意味で「モーセとエリヤ」を思わせる別の二人の預言者ではなく、文字どおりモーセとエリヤ本人であると、どうして分かるのでしょうか。5歳の子供にも分かるように、かみ砕いて説明していただけますか。今、黙示録と「来たるべき艱難期」を読み返しているところですが、私と同じようにこの点を理解するのに苦労している人がほかにもいるかもしれないと思い、質問することにしました。もしかすると、すでに誰かが質問しているのかもしれませんが、探しても見つからなかったか、私が見落としてしまったようです。もし先生がすでに何度も答えておられる質問でしたら、申し訳ありません！
先生の教えは、私にとって本当に大きな祝福となっています！ 以前にもお話ししたかもしれませんが、何年も前、私は特に黙示録をどのように解釈すればよいのか分からず、すっかり途方に暮れ、混乱していました。私は長老派／カルヴァン主義の環境で育ち、終末について学校や教会、両親から教えられたことは、要するに「パンミレニアリズム（Panmillennialism）――最後にはすべてうまく収まる」というものでした。もちろん、彼らは冗談としてそう言っていたのです。でも、ある意味では、厳密に言えばそれも正しいのでしょう。その後には決まって、「その日、その時は誰にも分からない」と付け加えられました。それも確かに正しいことです。しかし、それでも私には、質問に正面から答えることを避けているように感じられました。私は聖書が何を語っているのかを本当に理解したかったのですが、どこに助けを求めればよいのか分かりませんでした。そして、神が私を先生のもとへ導いてくださったのです！
イエスにあって、

返信 #17：
友よ、お便りをいただき、うれしく思います。私は元気にしています。ありがとうございます。明日は、担当している三つのクラスで、それぞれ三回行う試験のうち二回目を実施します。つまり、学期も終わりに近づいているということです。今年はいろいろなことがありましたから、終わりが見えてきたのは、なかなかうれしいことです。2026年が終わるのを喜んで迎えたいと思っています。
こちらでも霜が降りそうになりましたが、何とか免れました。百日草は最後の華やかな花を咲かせていますが、ナスタチウム（金蓮花）は再び元気を取り戻しつつあります（涼しい気候が好きなのです）。今後一週間ほどの最低気温は華氏40度台（摂氏約4～9度）と予報されているので、感謝祭まで、まだいくらか花の彩りを楽しめるかもしれません。こちらでは木々がようやく色づき始めたところです。例年、ハロウィーンの頃に紅葉が最盛期を迎えます。
ご質問についてですが、この話題に関しては、これまで何年にもわたって多くのメールをいただいてきましたので、以下にいくつかのリンクを紹介します。黙示録11章（およびゼカリヤ4章14節以降）に登場する二人の証人がモーセとエリヤであることを示す最も有力な証拠は、主の再臨が予表された変貌の山で、この二人が主と共に現れたことです。
六日の後、イエスはペテロとヤコブ、そしてヤコブの兄弟ヨハネを連れて、彼らだけを高い山に導かれた。そこでイエスは彼らの目の前で御姿が変わり、その顔は太陽のように輝き、衣は光のように白くなった。すると、見よ、モーセとエリヤが彼らの前に現れ、イエスと語り合っていた。そこでペテロはイエスに言った。「主よ、私たちがここにいるのは素晴らしいことです。もしお望みでしたら、ここに三つの仮小屋を建てましょう。一つはあなたのため、一つはモーセのため、もう一つはエリヤのためです。」（マタイ17章1-4節 /NIV訳）
ほかにも、次のような根拠があります。(1) エノクを除けば、この二人は、聖書に登場する偉大な信者の中で、その体がまだ朽ちるに至っていない唯一の二人です（エリヤは火の戦車によって取り去られ、ミカエルはモーセの遺体をめぐってサタンと争いました）。(2) 二人とも、まだ「やり残した務め」があります（モーセは岩を打ったために約束の地に入ることができず、エリヤはシナイ山へ逃れたために自分の宣教を最後まで果たしませんでした）。(3) 黙示録で彼らに与えられている奇跡を行う力は、この二人が以前の宣教で行った奇跡と対応しています（例えば、水を血に変えることや、雨を降らせないようにすることです）。(4) エリヤが再び来ることは明確に預言されており（マラキ4章5節）、同じ文脈でモーセについても言及されています（マラキ4章4節）。
確かに、私たちの主はヨハネがエリヤであるとおっしゃっています。しかし、その言葉には「あなたがたが［彼／そのことを］受け入れるつもりならば」という条件が付けられています（マタイ11章14節）。ところが、人々はヨハネの宣教も、私たちの主の宣教も、受け入れようとはしませんでした。そのため、彼らは切望していた、その時代における救いを受けることができず、私たちすべてと同じように、主の再臨を待たなければならなくなったのです。モーセとエリヤは、それぞれ「キリストとバプテスマのヨハネの予型」です。つまり、この二人はキリストとヨハネを表しているのです。ですから、「思わせる」という意味では、あなたの考えは正しいのですが、関係は逆なのです。ヨハネの方が、将来（モーセと共に）再び来て「すべてのことを回復する」（マタイ17章11節）エリヤを思わせる存在なのです。
関連するリンクはこちらです。
モーセ（エノクではなく）とエリヤ
14万4千人と艱難期の二人の証人
二人の証人
モーセとエリヤが二人の証人である
モーセとエリヤによる回復の働き
体の変化、蘇生、復活
モーセとエリヤの体
「パンミレニアリズム（Panmillennialism）」が「最後にはすべてうまく収まる（it'll all pan out）」という意味だとは！ （笑）そんな言い方は初めて聞きましたが、私も長老派の環境で育ったので、教えられたことは基本的に同じでした。まだ少年だった頃、シカゴでバイオリンのレッスンを終えて帰宅する途中、ある日、高架鉄道（L）のホームで電車を待っていたときのことを覚えています。街中の教会の鐘が一斉に鳴り始めるのを聞いて、これは主の再臨なのだろうかと思ったのです（あの鐘がなぜ鳴っていたのか、今でも分かりません）。ですから、私も人生のずっと後になるまで、何も分かっていなかったのです。
大変温かいお言葉をありがとうございます。私も、週に一度だけ「神に軽くうなずく」ような信仰生活を送り、無知なまま何となく過ごすよりも、聖書が何を語っているかだけでなく、それが何を意味しているのかを知る方が、はるかに良いことだと思います。
犬たちは元気にしていますか。
友よ、あなたのことを祈り続けています。
イエスにあって、
ボブ・L

質問 #18：

ありがとうございます！ 実は、自分の質問に対する答えを見つけようとして、終末論に関する質疑応答を最初から読み進め、同じ質問をした人がいないか手作業で探していたのです……。でも、それは明らかに間違った探し方でした！ やはり先生に直接質問した方がよいと思いました。「site:ichthys.com」を使った検索がうまく機能しなかったのですが、その後、間違ったブラウザを使っていたことが原因だと分かりました。とにかく、問題の原因が分かったので、これからはブラウザを切り替えることさえ忘れなければ、ウェブサイト内を検索できるはずです。

ということは、マラキがモーセとエリヤについて語っているとき、それは文字どおりモーセとエリヤ本人を意味しているのですね。聖書のどれほど多くの部分が、比喩的にではなく、文字どおりに理解されるべきなのかということに、私は今でも驚かされています。これはある意味で励みになります。なぜなら、その方が聖書を少し理解しやすくなるからです。私は今も、これまで反対のことを教えてきた牧師や教師たち（善意であったかどうかは別として）から受けた教えを、頭の中で一つずつ修正しているところです。例えば、以前の私は、黙示録の大部分が象徴的なものだと考えていました。しかし今では、長年にわたって先生の教えを読んできたおかげで、その多くが、実際に起こる出来事、それもおそらく間もなく起こる出来事を描写しているのだと分かっています。

聖書は本当に美しく、見事に書かれています。そして、何千年もの時を経て書かれた創世記から黙示録に至るまで、そのメッセージは一貫しています。スーパーヒーロー映画や、そのほかの人間が作り出す作品などは、何千年どころか、わずか数十年の間でさえ、作品世界の設定や物語の整合性を保つことができないのですから！

最後に、犬たちは元気にしています！ まあ、それぞれ独特のやり方で、みんな「悪い子」ではありますが。うちの犬の一匹が浴室に侵入して、トイレットペーパーを全部食べてしまったのです。すると、その子は私がどれほど怒っているかを見て、こちらに歩いてきて、私の膝にあごを乗せ、しっぽを振り始めました。まるで、それですべてが丸く収まるとでも思っているかのようでした。

私は間違いなく、あの子たちを少なくとも七の七十倍は赦してきました。
イエスにあって、

返信 #18：

Google検索の件はよく分かります。それに、Googleは検索の設定や仕組みを絶えず変更しています。最近では、私のサイトにある長いページの中には、内容のすべてが検索用に索引化されなくなっているものもあるので、私はもうその方法では検索していません。私はHTMLエディターを使って、ウェブサイト全体を検索しています（現在公開されている資料はすべて、アーカイブのページからZIPファイルとしてダウンロードできますので、あなたも同じように検索することができますし、ほかの検索プログラムを使うこともできます）。

また、Ichthysには主題別索引もあります。そのページで「witnesses（証人）」という語を検索すれば、私が先ほど紹介したリンクのほとんどを見つけることができます。

「以前の私は、黙示録の大部分が象徴的なものだと考えていました」という点についてですが、私たちも同じように教えられていました（そもそも何かを教えてもらえた場合の話ですが）。しかし、真剣に聖書を読み始めると、次のことがかなり明らかになります。(1) 聖書は、書かれているとおりのことを意味しているということ、(2) 象徴的なものについては、通常、それが何を意味するのかが非常にはっきりと説明されているということ（例えば、エレミヤ24章のいちじく）、(3) 聖書に書かれているすべてのことの意味を理解するのは、ほとんどの信者にとって、時間、専門知識、教育、そして賜物の面で、自分の力だけでは到底及ばないことだということです。私たちは皆、霊的な賜物を持っています。そして、キリストの体にとって、私たちは皆、等しく重要な存在です。しかし、霊的に成長するためには、良い聖書教育の働きが必要なのです。

トイレットペーパーの話には大笑いしました（もっとも、そのときのあなたには、とても笑い事ではなかったでしょうけれど）！ 犬たちがみんな元気で何よりです。七の七十倍とは！！！ ペットには本当にそれだけの赦しが必要ですね。特に犬にはそうです。犬は飼い主の気持ちを気にしますから（猫は気にしませんが）。

イエスにあって、
ボブ・L

終末-180
あなたからのメール
https://ichthys.com/e-mails.htmからの抜粋翻訳
終末論に関する諸問題 CLXXX（第180回）
［2026年10月31日掲載］

質問 #1：

ルギンビル博士、こんにちは。
先生が健康上の問題を抱えておられると聞き、とても心を痛めています。私は日曜日に先生のメールを通してしか近況を知ることができないので、手術と事故のこと以外、詳しい状況は分かりません。どうか、その両方から順調に回復されていることを祈っています。最近、艱難期についてのメールがたくさん寄せられていますが、その関心の高さはよく理解できます。そこで、もし今年の秋に艱難期が始まらなければ、さらに7年間待たなければならないということでしょうか。それとも、私の理解が間違っているのでしょうか。また、もしさらに7年間待たなければならないとしたら、なぜ来年の秋や再来年の秋に始まることはあり得ないのでしょうか。
別の話題ですが、マタイ7章21-23節には「主よ、主よ」と言う人々に対して、主が「わたしはあなたがたを全く知らない」などと言われる箇所があります。もしその人々が、自分たちは主の働きをしていると思っていたのなら、イエスはここで何を言っておられるのでしょうか。また、これは、一度救われたら永遠に救われているという教理（OSAS）を信じている教会、特にバプテスト派の教会の教えと、どのように関係するのでしょうか。

また、私はこれまで、マタイ24章で、二人が畑にいて一人が取られると書かれている箇所について、取られるのは信者で、残されるのは不信者だとずっと信じてきました。しかし最近、それとは逆に、信者が主の働きをするために残されるのだという別の説を耳にしました。この説を唱える神学者たちは、これはノアの場合と同じで、ノアは残され、不信者たちはこの世から取り去られたのだと言っています。

そこで、説明していただくために、信頼できる情報源である先生のところに来たというわけです。:)
これからも、先生に力が与えられ、健康が回復されるよう祈り続けます。
祝福がありますように。

返信 #1：

もし今年の秋に艱難期が始まらなければ、艱難期に関する期間の「重なり（overlap）」に基づいて、2026年に始まる可能性が高い（その解釈が正しければ、という条件付きでの「可能性が高い」です）とするIchthysの解釈（強調しますが、あくまでも「解釈」です）に問題があることになります。

しかし、それが意味するのは、ただそれだけです。だからといって、艱難期が7年後、あるいは1年後に始まると確実に言えるわけではありません。それが意味するのは、いわば私たちが今や「危険区域」に入っており、いつ始まってもおかしくないということです。その場合、最も可能性が高いのは、艱難期に先立つ教会時代が丸2,000年間続くという筋書きだと私は考えています。しかし、ほかにも考慮しなければならない多くの要素があります（ここ数か月のメールをすべて読んでおられるなら、おそらくご存じでしょう）。

ですから、結論として、今年の秋に備えて人々が警戒していたことは良かったと思います。そして今、私たちは、艱難期が実際に始まるまで、それがいつであろうと、常に警戒している必要があります。この点については、私は単なる聖書の解釈ではなく、聖書そのものが完全に私の見解を裏付けていると考えています（こちらのリンクを参照）。

(35) 「腰に帯を締め、明かりをともしていなさい。(36) 婚宴から帰って来る主人を待っている人々のようでありなさい。主人が帰って来て戸をたたいたら、すぐに戸を開けられるようにするためである。(37) 主人が帰って来たとき、目を覚ましているのを見られる僕たちは幸いである。まことに、あなたがたに告げる。主人は自ら仕えるために身支度をし、僕たちを食卓に着かせ、そばに来て給仕してくれるであろう。(38) 主人が夜の第二の見張り時、あるいは第三の見張り時に帰って来たとしても、備えをしているのを見られる僕たちは幸いである。(39) しかし、このことを理解しておきなさい。家の主人が、泥棒の来る時刻を知っていたなら、自分の家に押し入らせはしなかったであろう。(40) あなたがたも備えていなさい。人の子は、あなたがたが予期しない時に来るからである。」（ルカ12章35-40節 /NIV訳）

マタイ7章21-23節についてですが、私たちの主は、これらの人々に対して、「わたしはあなたがたを一度も知らなかった」と言っておられます。私はこの言葉を、そのままの意味に受け取っています。したがって、これらの人々は、信仰から離れてしまった元信者ではなく、信仰深いように振る舞ってはいても、実際には一度も主を自分の救い主として受け入れたことのない人々なのです。今日でも、このようなことは広く見られます。名目上はキリスト教の団体や「教会」でありながら、そこで儀式を行い、「良い行い」をして信仰深そうに振る舞っている人々のうち、実際に信者である人がほとんど、あるいは全くいないようなところを、私は数多く思い浮かべることができます。

マタイ24章36-44節についてですが、ノアの時代との比較の要点は、再臨が洪水と同じように、人々の予期しない時に起こるということです。不信者たちは、それが起こるとは思っていません。私たちの主が再臨されるとき、信者たちは「取られる」、すなわち復活させられ、引き上げられて主と共になるのです（主がこの同じ章の少し前で言われたとおりです。マタイ24章31節; 第一テサロニケ4章16-17節参照）。「取り残される」ことを望む人などいないはずです（注意すべきことに、ここで使われている動詞には否定的な意味合いがあります。洪水のときに「取り残された」人々も溺れ死んだのです）。ここでの大きな問題は、主に携挙を熱心に支持する人々が、この「引き上げられる」出来事を艱難期の前に起こるものとしたがっていることです。しかし、この同じ章から明らかなように、それは艱難期の後に起こるのです。「その日の艱難の直後に……」（マタイ24章29節）。

祈ってくださってありがとうございます、友よ！ 私もあなたとお孫さんのために毎日祈っています。
イエスにあって。
ボブ・L.

質問 #2：

ありがとうございます、ルギンビル博士。これらの聖句を正しく理解しているかどうか、確認したかっただけなのです。＿＿はバプテスト派の牧師であり、神学校の教授でもあるので、特に彼らが教えている「一度救われたら永遠に救われている」という教理（OSAS）や、艱難期前携挙説について、時々話し合うことがあります。私は、「招き（altar call）」のときに前に進み出る会衆の多くは、「これで終わりだ。私は救われた」と信じているのだと思います。そこで私は、「しかし、イエスは『自分の十字架を負って、わたしに従いなさい』と言っておられるではありませんか。そこが救いにおける難しい部分であり、主を知り、主との関係を持つために献身することではないでしょうか」と言ってきました。それに対する彼らの答えは、「それなら、その人たちは本当には救われていなかったのだ」というもののようです。しかし、聖書に登場する、自分は救われていると思っていて、「主よ、主よ」と言う人々については、どうなのでしょうか。艱難期前携挙説については、彼と私は意見が一致しないことを互いに認めています。

私がまだ長期療養施設の医療センターで看護師として働いていた頃、患者さんたちの何人かに、「小さな十字架（The Petite Cross）」という物語を紹介したことがあります。その物語に登場する男性は、自分が背負っている十字架がとても重く、あまりにも大きな負担で、もう背負いきれないと思っていました。あるとき、彼は建物の正面に「十字架の店」と書かれた看板を見つけ、店の中に入りました。そこにはイエスがおられ、十字架が重すぎるのなら、それを隅に置いて、別の十字架を探してみなさいと言われました。そこで彼は自分の十字架を隅に置き、別の十字架を探して店内を歩き回りました。すると、そこには巨大な十字架がいくつもあり、中には、見上げてもてっぺんがなかなか見えないほど大きなものもありました。中くらいの十字架もありました。そして、店内を歩き回っているうちに、隅の方に小さな十字架があるのを見つけました。彼はイエスに「これをいただいてもよろしいでしょうか」と尋ねました。するとイエスは、「いいですよ。でも、それはあなたがここに持って来た十字架ですよ」と答えられました。この物語には、いつも心を打たれます。

改めて感謝します。どうぞ、祝福に満ちた一日をお過ごしください。また、私たちのために祈ってくださっていることにも感謝しています。
祝福がありますように。

返信 #2：

良いお話ですね。
確かに、バプテスト派の人々は、なかなか考えを変えようとしない頑固な人たちです。彼らはローマ・カトリックの人々と同じくらい、自分たちの伝統的な教理に固執しており、しかも、最も間違っている教理ほど強くしがみついています。
私が「招き（altar call）」を見聞きした経験は限られていますが、前に進み出る人々のほとんどは、すでに救われていた人たちでした。それは、ローマ・カトリックの考え方と同じような、一種の「義務を超える善行（supererogation）」になってしまうのです。

「そもそも最初から本当には救われていなかった」というのは、昔からあるカルヴァン主義者の言い逃れです。そう言う人々は、もしそれがほかの人々に当てはまるのであれば、なぜ自分たちにも当てはまらないのか、ということに気づいていないようです。そうであれば、彼ら自身も「そもそも最初から救われていなかった」のかもしれません。しかし、もちろん、「救われている」とは、イエス・キリストを信じる者であること、すなわち、主を「信じている」、そして「信じ続けている」者であることを意味します。すべての信者は救われていますが、不信者は救われていません。ですから、重要なのは信仰を保ち続けることです。そして、あなたが指摘されたように、そのことを確かなものとする唯一の方法は、霊的成長、霊的前進、霊的な実りに向かって前進し続けることです。なぜなら、何もせずに手をこまねいていると、信仰は衰えていくからです。そして、救われているのは信者だけなのです。

「御子を信じる者は裁かれない。しかし、信じない者はすでに裁かれている。神のひとり子の名を信じていないからである。」（ヨハネ3章18節 /NKJV訳）

友よ、あなたのお祈りにも感謝します！
イエスにあって。
ボブ・L.

質問 #3：

こんにちは、ボブ。
神が私に与えてくださったミツバチたちは順調に育ち、群れも力をつけています。これほどおとなしい蜂の群れを飼ったことはありません。本当に祝福されています。私は養蜂を諦め、ハチノスツヅリガによる被害のために巣箱を燃やそうとしていたところに、この子たちが現れたのです。季節もかなり遅く、最初は弱い群れでした。それでも、被害を受けた巣をきれいにするために懸命に働いています。その姿には本当に驚かされます。
主は私にミツバチを飼わせたいと思っておられるのです。なぜなのかは分かりませんが、主はこれまで私を祝福し、私が主にお願いしてきたほかの多くのことについても、細かな点に至るまで祈りに答えてくださいました。ほかの人たちの多くは、このようなことに関心を持たないでしょうし、理解さえできないかもしれません。しかし、私にとっては、主がご自分を愛する者たちを守り、世話してくださることの証しなのです。
話は変わりますが、この国も世界も、まるで集団で正気を失ってしまったかのようです。預言書で読む悪は、今日の悪とほとんど同じように思えます。そして今や、それが世界中に広がっているように見えます。以前、私が好意を持っていたドイツ人の女性が、ベルリンで育った頃のことを話してくれたのを覚えています。爆撃の最中やその後、通りには人間の体の一部が散乱していたそうです。ですから、こうしたことは以前にも起こっているのですが、それが世界規模で起こった時代は思い当たりません。
ムーア人による侵略の第1弾は、南ヨーロッパだけでした。しかし今、第2弾は世界規模になっています。神がイスラエルとユダに対してなさったことが、再び起こらないと、どうして信じられるでしょうか。おそらく今度は世界規模で起こるでしょう。神の時間尺度からすれば、終わりは間違いなく、あと数時間以内に迫っていると思います。それが今年であれ、来年であれ、あるいは7年後であれ、同じことです。
すみません、ボブ。感情的になってしまいました。今週掲載されたメールで読んだような、疑いを抱いている人々に、私が伝えたいのは次のことです。私自身の経験が、神はご自分の約束を必ず守られる方であることを証明しています。疑ったり、恐れたりする理由はありません。確かに苦しみはあるでしょう。悪は私たちの味方ではありません。しかし、歯の根管治療と同じように、その苦しみは長くは続きません。
長々と、とりとめのないメールになってしまい、すみません。先生とご家族がお元気で、ルイビル大学（U of L）でも良い待遇を受け、順調に回復されているよう祈っています。
私たちの主イエスにあって。

返信 #3：

友よ、ミツバチたちについての素晴らしい知らせですね！ これで、何が起ころうとも、蜂蜜は手に入りそうですね！ 私たち二人もまた、「順調に過ごし、力をつけて」いけるよう祈っています！ 特に困難な時期に、私たちが必要としている霊的な励ましと安らぎを与えてくださるのは、いかにも主らしいことです。私たちはただ、主がいつも共にいてくださり、私たち自身以上に私たちの心をよくご存じであることを、常に覚えている必要があります。
またニュースを読んでおられるようですね。笑。今週私が紹介した昔からある冗談のようなものです。「先生、こうすると痛いんです」と患者が言うと、医者は「それなら、そうするのをやめなさい！」と答えるのです。しかし、世の中で何が起こっているのか、ある程度は知っておく必要があることも理解しています。そして、そのニュースはほとんどすべて気が滅入るようなものです。それでも、完全な統治が実現する日が一日一日と近づいていることを思えば、私たちは勇気づけられます。そして、完全な王がすべてを完全に正してくださるのです。それまでの間、私たちは自分に与えられた務めに専念し、主が再び来られるときに、主の御前に差し出せる良いものを備えておくのです。そうすることで、今もその時も、主がすべてを正される御業に加わることができるのです。

「さて、彼が王位を受けて帰って来たとき、金を預けておいた僕たちを呼び寄せるよう命じた。それぞれが商売によってどれだけもうけたかを知るためであった。最初の者が進み出て言った。『ご主人様、あなたの一ミナで十ミナもうけました。』主人は彼に言った。『よくやった、良い僕よ。おまえはごく小さなことに忠実であったから、十の町を治める権威を与えよう。』」（ルカ19章15-17節）

事態が悪くなればなるほど、私たちは次に来るものをますます切望するようになります（ローマ8章23節）。

友よ、あなたのことを祈り続けています。
イエスにあって。
ボブ・L.

質問 #4：

こんにちは、ボブ。
はい、白状します。またニュースの見出しを読んでしまいました。でも、何が起こっているのかを把握するには、右翼系と左翼系の両方の見出しに目を通さなければなりません。記事を最初から最後まで読むのは、もはや時間の無駄だと確信しています。現在、目立っている大きな偏向の一つは、トランプとネタニヤフを救世主か悪魔のどちらかとして描く傾向で、これには本当にうんざりします。客観的な記事は姿を消してしまったようです。最初の一、二段落で「誰が、何を、どこで、いつ、なぜ」を伝えるという昔ながらの報道の基本は、思いつくままにだらだらと書き連ねる文章に取って代わられてしまいました。私は1990年代にテレビを見ることも新聞を読むこともやめましたが、今はニュースの見出しを次々とチェックする習慣もやめようとしています。

励ましとお祈りをありがとうございます。私も引き続き先生のために祈っています。
私たちの主イエスにあって。

返信 #4：

今日の報道の質については、私もあなたと同感です。もちろん、報道の質がそれほど高かった時代など、もともとなかったのですが。例えば、ニューヨーク・タイムズ紙は1945年半ばに至るまで、ホロコーストの事実を否定するような報道をしていました。また、オンラインで提供されるあらゆる「ニュース」を見ていて気づいたのですが、読者の興味を引くための誘い文句（tease）が、記事の要点を伝える導入部分（lede）に完全に取って代わってしまっています。読者が知りたいと思いそうなことを提示しておきながら、たいていは自分たちが投げかけた問いに答えないのです。彼らはクリックを獲得し、読者の時間を無駄にしているのです。

友よ、あなたは私にとって励ましとなっています。これからも信仰の良い戦いを戦い続けてください！
イエスにあって。
ボブ・L.

質問 #5：
こんにちは、ボブ。
しばらくご無沙汰してしまってすみません。こちらではいろいろなことが起こっていて、先週は本当に問題が重なり、すっかり気落ちしてしまいましたが、ありがたいことに、今は信仰によって再び立ち直ることができました。
［省略］
すでに私の家族の中でも、また家族のクリスチャンの隣人にさえも、善人であるかのように装いながら、人を傷つけるような振る舞いをするという共通した傾向が見られます。また、私は主に従い、従順であろうと最善を尽くしているのに、悪い人間と見なされることを直接経験しています。
悪を善と呼び、善を悪と呼ぶ者たちは災いである。彼らは闇を光とし、光を闇とし、苦いものを甘いものとし、甘いものを苦いものとする。（イザヤ5章20節）
私が目にし、経験していることを考えると……あの七年間の前に、さらに七年間があるなどということは、到底あり得ないでしょう。そんなことになれば、世界そのものが残っていないでしょうから！
もし私たちに一息つける時期が与えられるとしても、せいぜい一年か二年が限度ではないでしょうか。今や悪が増大する速度はすさまじく、彼らはすでに、こうしたことすべての責任をイスラエルやクリスチャン、選ばれた御使いたち、さらには神ご自身にまで押しつけています！ この状態があと十四年も続くというのなら、私は帽子を食べてみせますよ。
昨日の投稿で、事故の後、今も首の問題を抱えておられること、そしてクリスマスまで、さらに春休みまで、仕事の予定が非常に詰まっていることを知りました。ほかに必要としておられることと併せて、このことについてもお祈りします。
お返事を前もって感謝します、友よ！
イエスにあるあなたの友より
返信 #5：
気にしないでください。あなたはいろいろなことを抱えているのですから。
「家族と離れている間、私はずっと心の平安を得られ、奉仕の働きも大きく前進させることができました。敵が私を再びその争いの渦中に引き戻そうとしているのは、偶然ではあり得ません。」についてですが、これはあらゆる点でまったくそのとおりだと思います。ですから、少なくとも私には、ある程度の距離を保ち、あのような騒動に再び完全に巻き込まれないようにすることが、あなたの霊的な健康と精神的な健康のために賢明であることは明らかに思えます。
「この状態があと十四年も続くというのなら、私は帽子を食べてみせますよ。」についてですが、あはは！ すべてが終わるまでには、私たちは帽子だけでなく、上着も靴も食べなければならなくなるかもしれませんね。しかし、私たちは、どんなことを乗り越えなければならなくなっても、主が乗り越えさせてくださると信頼しています。深呼吸をして、周りを見渡してみてください。あなたは今も立っています……しかも、信仰においてしっかりと立ち続けているのです！ 新しいエルサレムから目を離さないでください。もう長くはありません。そうすれば、「こうしたことすべて」は、本当に永遠に終わるのです。
お祈りをありがとうございます、友よ！ 私も毎日あなたのことを祈り続けています。
イエスにあって
ボブ・L
質問 #6：
こんにちは、ボブ。
良い週末を過ごされたことを願っています。メールを重ねてありがとうございます。
質問 #9の手紙を書いた方は、友人が「自分の信仰を脱構築した（deconstructed her faith）」ことについて書いていましたね。この件について以前投稿された箇所（こちらのリンク）を紹介されるとよいかもしれません。
また、つい先日、ある牧師のオンラインでの話を聞いたのですが、その牧師は、こうした元クリスチャンたちの一部が答えを求めていた、まさにその質問に直接答えていました。しかし、私が見る限り、彼らは今も考えを変えていません。そもそも彼らは、本当のところ真理に関心がないように思えます。
今週はどうなることかと、息を詰めて待っています。厳しい一週間になりそうです。
ボブ、あなたにとっても良い一週間となりますように！
イエスにあって
返信 #6：
誤字の訂正を手伝ってくださってありがとうございます。今回、私が一番気に入ったのは、"God as the authority" でした。私がただコックニー訛りの物まねをしていただけだとは、気づきませんでしたか（笑）。
「脱構築（deconstruction）」について思い出させてくださってありがとうございます。その件については、こちらのリンクと、この最新のものへのリンクを、該当する主題のページに追加しました。これはおそらく、文学批評における「脱構築主義（deconstructionism）」と何らかの関係があるのではないかと思います。少なくとも、どちらも全体的な取り組み方において、同じような主観性を持っています。
私も本当に一息つきたいところですが、今週も相変わらず同じような状況です。ですから、あなたのつらさはよく分かりますよ、友よ！ 神の助けによって、私たちはこれを乗り越え、やがて一息つける時も来るでしょう。少なくとも、ほかのすべての問題に加えて、艱難期の始まりに対処しなければならないわけではありませんからね！ そう考えると、すべてのことをもっと広い視野で捉えられるようになります。
友よ、あなたとご家族のために毎日祈り続けています。そして、あなたのお祈りにも心から感謝しています。
イエスにあって
ボブ・L
質問 #7：
おはようございます、ボブ。
祈っているときにあなたのことが心に浮かび、あなたがこの世にいてくださることで、世界がどれほど良い場所になっているかをお伝えしたくて、こうして書いています。お元気でお過ごしであることを願っています。
今日は競走の日です。最後まで立派に走り抜くことができるよう、お祈りください。
敬具
返信 #7：
ありがとうございます！
そうです。私たちがゴールラインを越え、主から「よくやった！」というお言葉をいただくまで、毎日が競走なのです。
(24) 競技場で走る者たちは皆走るが、賞を受けるのはただ一人だけであることを、あなたがたは知らないのか。自分の目指すものを獲得できるように走りなさい。(25) また、競技に参加する者は皆、あらゆる面で自制する。競技者たちがそのようなことをするのは、朽ちる勝利の冠を受けるためだが、私たちは朽ちない冠を受けるためにそうするのである。(26) だから、私はこの競走を走るにあたって、まっすぐゴールラインを目指して走っている。また、この戦いで拳闘をするにあたっては、一発一発の拳が確実に当たるようにしている。(27) 言わば、私は「自分の体を打ちたたき」、厳しく制御している。それは、ほかの人々に［福音を］宣べ伝えた後で、自分自身が［私たち皆の求めている賞を受ける資格を］失うことのないためである。(第一コリント9章24-27節)
友よ、あなたも最後まで立派に走り抜くことができるよう、祈り続けています。
イエスにあって
ボブ・L
質問 #8：
こんにちは、ボブ。
＿＿と私は、マタイ24章29節を解釈する正しい方法があるのかどうかについて話し合っています。
＿＿は、οὐρανός（ウラノス）には正しい解釈の仕方があると言っていますが、私は、この箇所でοὐρανόςが正確に何を指しているのかを知るすべがない以上、その解釈を一つに確定することはできないと主張しています。
お時間を割いてくださり、ありがとうございます。
返信 #8：
ご連絡をいただき、うれしく思います。
(29) 「その日の艱難のすぐ後に、太陽は暗くなり、月はその光を放たず、星々は天から落ち、天の諸力は揺り動かされる。(30) そのとき、人の子のしるしが天に現れる。そして、地上のすべての部族は嘆き悲しみ、人の子が力と大いなる栄光をもって天の雲に乗って来るのを見る。」（マタイ24章29-30節 /NKJV訳）

ここでの文脈は再臨です。そして、続く節を見ると、主のしるし（すなわち、十字架）が「天に」現れ、地上の住民にも見えるようになることが分かります。「天」（ヘブル語では shamayim＜シャマイム＞、ギリシヤ語では ouranos＜ウラノス＞）は、三つのもの、あるいはその組み合わせを意味することがあります。すなわち、空、宇宙、または「第三の天」です（こちらのリンクを参照＜リンク先ファイルの16頁-/あるいはA4版印刷本「サタンの反乱」の18頁-「三つの天」を参照ください＞）。30節では「空」を指しています（すべての人がそのしるしを見るからです）。また、その前の節で述べられている落ちる星々（今日では流星と呼ばれるもの）も、人々が見ることのできるしるしです（イザヤ34章4節; 黙示録6章13節参照）。ですから、私はここでの「天」を、宇宙全体や第三の天ではなく、「空」を意味するものと解釈します。
お元気でお過ごしですか。
イエスにあって
ボブ・L


